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・健康考えていますか 1 

・合併処理刑 t憎の骨阻止 6 
・市民大清純 8 
叫 留流し 10 

「いろ八広プ Jレがあって楽ししなむ

市民プルがオ プンしてちょうど 1
週晶弘

この日は、梅雨明けを恩わせる晴天で、

プールは今まで最高の人出でにぎわい、

多勢の子どもたちはいろん主プルを楽

しみ、終日歓戸をあげていました。(写真

は造波プルです)

関連記事は4ベ ジに掲載しています。



健

康

考

え

て
~~ 

ま
す

カー

H
靖，
d

ル
掃
け
る
医
療
費
、
H

国
民
健
康
保
険

(国
保
)
は
‘
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
、
経
清
的
な
心
配
が
な
く
医
績
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
健
康
な
と
き
が
ら
お
金
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
助
け
合
お
う
と
い
う
制
度
で
す
。

そ
の
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
、
園
保
財
政
を
圧
迫
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
冒
保
が
パ
ン
ク

す
る
お
そ
れ
さ
え
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
私
た
ち
が
負
損
す
る
医
療
費
は
非
常
に

大
き
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

み
主
さ
ん
に
医
療
費
の
省
効
な
使
い
方
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
国
保
が
健
全
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
a

甫
民
の
病
院
と
し
て
大
き
な
役
割
を
し
て

い
る
市
立
病
院

は
ぜ
医
療
費
陪
増
え
る
の
?

人
口
構
造
の

高
齢
化
に
よ
る
も
の

病
気
に
な
り
が
ち
な
お
年
寄
り
の
国

保
加
入
割
合
の
増
加
に
よ
り
そ
の
院

出
資
が
大
き
く
昨
穂
を
し
て
い
ま
市

1 

医
学
・
医
療
技
術
の

進
歩
に
よ
る
も
の

医
学
医
療
技
術
の
進
歩
に
作
っ
て

高
度
な
医
甜
を
受
け
る
縄
全
が
咽
え

そ
の
帖
県
i
件
当
た
り
医
眼
貨
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
.

2 

疾
病
構
造
の

変
化
に
よ
る
も
の

生
前
理
墳
の
萱
化
、
食
生
活
の
向
上

連
動
不
足
な
ど
に
よ
り
.
か
つ
て
の
感

染
症
中
心
の
病
気
か
ら
成
人
病
な
ど

3 

の
慢
性
挟
也
へ
と

『病
気
の
変
化
」
が

み
ら
れ
ま
す
。
成
人
病
は
民
間
化
す
る

の
で
、
医
時
間
が
多
く
か
か

η
ま
す
。

4

か
か
り
方
に
よ
る
も
の

品
川
向
受
話
な
ど
の
低
曜
の
か
か
り
方

に
よ
っ
て
医
瞭
世
が
附
加
し
て
い
る

而
も
あ
り
ま
す
.

移推の費
者
間
一
僚
の
保
り
被
た
保
当
園
人
市

1
村大

}問
醐

段幽亭

醐

蜘

1∞hー

私
た
ち
に
で
き
る

医
療
費
の
節
約

ー

ハ
シ
コ
受
診
、

を
し
な
い

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
を
も

た
ず
、
あ
ち
こ
ち
の
附
院
会
畳
砂
す

る
こ
と
は
、
気
休
め
に
な

っ
て
も、

診
察
や
検
査
薬
の
処
方
な
ど
を
重

ね
て
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
医

療
費
の
む
だ
づ
か
い
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
藁
の
豆
傾
怯
与
は
思
わ
由

本
肢
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
.

重
複
受
診

2

薬
や
注
射
ね
だ
り
は
や
め

ま
し
ょ
う

適
切
な
撃
の
服
用
は
病
気
円
治

療
管
理
に
効
梨
的
で
す
。
し
か
し
、

む
や
み
に
盤
や
注
射
を
ね
だ
る
の
は

医
療
費
の
む
-た
づ
か
い
。
薬
や
注
射

だ
け
に
頼
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

i全体分}

3

で
き
る
だ
け
診
療
時
間
内

に
受
診
し
ま
し
ょ
う

急
病
の
岡
崎
合
は
と
も
か
く
、
ズ
ル

ス
ル
と
械

F
を
み
て
、
結
局
時
間
外

受
診
と
い
う
の
は
余
計
な
医
療
費
が

か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
時
間
外
は
医

師
の
負
姐
に
も
な
り
ま
す
。
体
調
を

よ
く
観
察
し
て
適
切
な
時
間
内
受
診

が
医
療
費
の
節
約
と
な
り
ま
す
。

i軍人分】[iII.泊】I恨，】

4.
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

病
気
の
慢
性
化
を
防
ぎ
ま
す

何
だ
か
変
だ
な
.
ふ
だ
ん
と
様
子

。

が
述
う
な
と
思
う
と
き
は

診
常
務
費
け
ま
し
ょ
う
ロ

甲
め
に

2 

5
.
家
庭
医

(ホ

l
ム
ド
ヲ
ヲ

1
)
を
持
ち
ま
し
ょ
う

ホ
ム
ド
ク
タ
は
、
私
た
ち
の

病
際
や
体
質
な
ど
を
よ
く
知
っ
て
い

て
く
れ
る
の
で
、
よ
り
適
切
な
治
療

が
で
き
、
医
療
費
の
む
だ
を
な
く
せ

ま
す
e

何
よ
り
も
ホ
ム
ド
ク
タ

に
は
安
心
し
て
治
療
を
ま
か
せ
ら
れ

ま
す
。

6.
健
康
診
断
で
健
康
チ
エ

ツ

ヲ

・
食
事
に
気
配
り
・
適
度
な

運
動病
気
で
病
院
に
か
か
る
人
が
増
え

れ
ば
医
療
費
も

mえ
る
こ
と
に
な

り
同
保
税
の
引
き
上
げ
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
定
期
的
立
健
康
診
断
で

病
気
の
早
期
発
見
早
期
治
療
を
心

が
け
、
ふ
だ
ん
か
ら
病
気
を
予
防
す

る

た

め

に

世

帯

運

動

体

暫

な

ど
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

‘ 



成
人
病
か
ら
②

を
守
る

成
人
病
は
こ
ん
な
病
気

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の

成
人
病
は
、
長
年
の
生
活
習
慣
、
特

に
偏
っ
た
食
生
活
や
運
動
不
足
、
酒

の
飲
み
す
ぎ
、
タ
バ
コ
の
吸
い
す
ぎ

な
ど
の
積
み
重
ね
が
原
因
に
上
げ
ら

れ
ま
す
。

成
人
病
の
大
部
分
は
、
初
期
に
は

自
覚
症
状
が
な
く
、
症
状
が
現
わ
れ

た
と
き
は
、
す
で
に
か
な
り
進
ん
だ

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
自
覚
症
状
の
ほ
と
ん
ど
出
な

い
時
期
に
、
異
常
を
発
見
し
、
治
療

を
す
る
こ
と
が
、
予
防
に
は
何
よ
り

効
果
的
で
す
。

仁
詩

a
s
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肱

R
J

市
立
病
院
の
心
電
図
室

ωが
け
よ
う

一
次
予
防
と
二
次
予
防

成
人
病
の
予
防
は
、
一
次
予
防
と

二
次
予
防
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一

次

予
防
と
は
、
疾
病
予
防
と
健
康
増
進

を
い
い
ま
す
。
二
次
予
防
と
は
、
疾

病
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
指
し

ま
す
。
ま
ず
大
切
な
の
は
、
病
気
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
す
る
一
次
予
防
で

す
。
こ
れ
が
、
F

火
の
用
心
グ
に
よ

る

F

出
火
予
防
ρ

で
す
。
病
気
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
次
の
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、っ
。成

人
病
予
防
の
食
生
活
指
針

①
い
ろ
い
ろ
食
べ
て
成
人
病
予
防

②
日
常
生
活
は
食
事
と
運
動
の
パ
ラ

ン
ス
で

③
減
塩
で
高
血
圧
と
胃
が
ん
予
防

④
脂
肪
を
減
ら
し
て
心
臓
病
予
防

⑤
生
野
菜
、
緑
黄
色
野
菜
で
が
ん
予

防

⑥
食
物
繊
維
で
便
秘
・
大
腸
が
ん
を

予
防

⑦
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
と
っ
て
、
丈

一

夫
な
骨
、
つ
く
り

一

⑧
甘
い
も
の
は
程
々
に

一

⑨
禁
煙
、
節
酒
で
健
康
長
寿

一

二
次
予
防
は
、
ρ

初
期
消
火
ρ

に

よ
る
グ
全
焼
・
延
焼
阻
止
グ
で
す
。

定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
も
し
何
か

一

体
に
異
常
を
感
じ
た
ら
、
い
ち
早
く
一

検
査
を
行
い
、
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。
一

ご
利
用
く
だ
さ
い
l

一

こ
く
ほ
人
間
ド
ッ
ク
を

一

行
っ
て
い
ま
す

一

1.

利
用
で
き
る
人
[
助
成
対
象
者
〕
一

は
次
の
①
②
③
の
条
件
を
満
た
す
人

①
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
人

②
満

初

歳

以

上

の

人

一

③
国

保

税

の

滞

納

の

な

い

人

一

2
・

利

用

料

金

一

男
性

9
、

8
8
0
円

一

女
性

1
0
、
5
0
0
円

※
利
用
料
金
は
検
診
料
金
の

3
割
相
一

当
額
で
す

(
7
割
相
当
額
は
国
保
一

が
助
成
し
ま
す
。
)

一

3
・
募
集
人
員
先
着
1
0
0
人

一

(
4
月
1
日
か
ら
募
集
中
)

4.

受
診
の
場
所
市
立
病
院

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険
係
(
岱
⑧
4
1
1

1

内
線
1
1
0
1
1
1
2
)

時
代
と
と
も
に
変
わ
る

食
生
活
ス
タ
イ
ル

現
在
、
四
、
五
十
歳
以
上
の
人
は
、

高
度
経
済
成
長
時
代
の
前
に
生
ま

れ
、
育
ち
ま
し
た
。
戦
中
・
戦
後
の

困
窮
時
代
も
含
め
て
、
ご
飯
や
み
そ

汁
、
漬
物
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
伝
統

型
食
生
活
(
低
脂
肪
・
低
動
物
性
た

ん
ぱ
く
質
・
高
炭
水
化
物
・
高
食

塩
)
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
「
飽
食
の
時
代
」
に

生
ま
れ
た
今
の
若
者
た
ち

¥
|
|
|

の
食
生
活
は
、
脂
肪
エ
ネ
一

ル
ギ
l
の
割
合
が
高
く
、
一

H
U

動
物
性
食
品
を
多
く
含
ん
一

4
s

だ
い
わ
ば
「
欧
米
型
」
と
一

コ

い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
一

ri

ス
タ
イ
ル
で
は
、
将
来
、
一

片
跡

例
え
ば
虚
血
性
心
疾
患
と

一

h
h

い
っ
た
よ
う
な
心
臓
病
が

一

ト
け

急
増
す
る
の
で
は
な
い
か

一一

回C

と
心
配
さ
れ
る
わ
け
で

一

ま

す
。
「
欧
米
型
」
以
外
に

一

さ

も
、
現
代
の
若
者
た
ち
の

一

食
生
活
に
は
、
い
ろ
い
ろ

f
i
l
l

と
変
わ
っ
た
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
の

で
、
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
は

す
べ
て

「
コ
食
」
と
い
う
言
葉
で
二
一一口

い
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

必
要
な
の
は

食
生
活
に
対
す
る
教
育

最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は

「孤
食
」。

文
字
通
り

「
一
人
食
べ
」

の
意
昧
で
す
。
全
国
調
査
に
よ
る
と
、

中
学
生
の
約
三
分
の
一
が
朝
食
を

一

人
で
食
べ
て
い
ま
す
。
大
学
生
と
も

な
る
と
、
自
宅
通
学
で
あ
っ
て
も

一

人
で
食
事
を
と
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
ま
た
、
学
校
給
食
な
ど
と
は
反
対

に
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
ス
タ
イ
ル
で
自

分
が
好
む
組
み
合
わ
せ
で
食
べ
る

「
個
食
」
、
少
し
で
も
や
せ
た
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
の
「
小
食
」
な
ど
は
、

ま
さ
に
若
者
の
特
徴
を
表
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

|
|
|ノ
も
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

ま

一
食
品
を
買
う
こ
と
が
で
き

，E也
曹

一

匡
同

一
る

「
コ
ン
ビ
ニ
食
」
の
時

M
F

一
代
で
は
、
い
わ
ゆ
る
朝
、

同晶

一
昼
、
晩
の
一
日
一二
食
と
い

G

一
う
食
生
活
パ
タ
ー
ン
は
崩

者

一
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

若

一
こ
の
よ
う
に
、
若
者
の

う

一
食
生
活
は
多
様
化
し
て
い

-H

一
ま
す
。
し
か
し
、
大
事
な

Z
4

一
こ
と
は
、
た
と
え
「
コ
ン

ど

一
ビ
ニ
食
」
で
あ
っ
て
も
、

合
〆

一
い
か
に
賢
く
、
健
康
を
損

ー
ー
ー
に

な
わ
な
い
(
で
き
れ
ば
健

康
に
良
い
)
食
事
を
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
若
者
た
ち
を
対
象
と
し

た
栄
養
教
育
や
消
費
者
教
育
を
ど
う

進
め
る
か
、
改
め
て
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

，刀

-3 



=すいすいプール=

市
が
建
設
し
て
い
た
新
市
豆
ノ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
。

7
月
7
日

の
記
念
式
典
で
は
、
甲
斐
田
市
=
長
か
「
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
レ
ジ
ャ

ー
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
建
設
し
た
も
の
で
、

一
人
で
も
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
体
力
つ
く
リ
、
健
康
づ

く
り
に
大
い
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

市
長
、
議
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
ゃ
く
す
玉
割
り
が
行
わ

れ
る
と
、
待
ち
か
ね
た
子
ど
も
た
ち
が
、
わ
れ
先
へ
と
初
泳
ぎ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

V 直下型スライター
プール全体を見わたせる高さ

15m傾斜角45度からの滑りは、

スリル・スピード満点。

企飛び込みプール
自然石をイメージした、飛び込み台から

のジャンプは、爽快な気分にさせます。

hp
曲
線
型
ス
ラ
イ
タ
ー

m
m
・
m
mの
2
つ
の
ル
ー
プ

は
、
一
番
人
気
の
あ
る
施
設
で
す
。

宇
宙
遊
泳
を
し
て
い
る
み
た
い
な

気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

ふρずつ ，パ

iX;: 

砂流水プール
全長140mのゆるやか

な流れにのってのんびり

泳ぎを楽しめます。 主

司、
吻瞬

国

道

直通

※プール前バス停が新設されました。

期間中は県営パスの空港行(特急・急行・
普通)が上下線とも停車します。

-4-

新
市
民
フ
l
ル
愛
称
・
ス
ケ
ッ
チ
大
会
入
賞
者
決
定

新
市
民
0

ア
ー
ル
の
愛
称
ぽ
し
ゅ

う
に

4
9
0点
、
ス
ケ

ッ
チ
大
会

に
3
4
0点
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

愛
称
の
部

入
賞
者

(す
い
す
い
プ
l
ル
)

塚

原

茜

(

富
の
原
2
丁
目
)
、

坂

口

良

介

(
三
城
町
)
、
木
村

昭
雄
(
西
大
村
本
町
)
、
中
村

太
樹
(
西
大
村
本
町
)

(ス
イ
ス
イ
プ
ー
ル
)
湖

上

遼

馬
(
久
原
2
丁
目
)
、
鳥
越
直

哉
(
大
川
田
町
)
、
貞
苅
利
虞

プール使用料

回 施 学生大
に設 校徒人
つ〉のな 5
きス生ど O
)ラ徒 4 0 
1 イ 2 0 円
。ダ Q O 
o 1 Jd円高
円(円、等
1/"--.小学
コ人特・校
イ 5別中の

(
乾
馬
場
町
)
、
尾
崎
靖
子
(
古

賀
島
町
)
、
森
飛
鳥
(
黒
木
町
)

ス
ケ
ッ
チ
大
会
の
部

入
賞
者

(大
人
の
部
)

最
優
秀
賞
H
栗
原
和
彦
(
松
並
2

丁
目
)

(小
人
の
部
)

最
優
秀
賞
リ
久
保
裕
(
西
大
村

小
)
優
秀
賞
リ
山
口
安
奈
(
向

陽
幼
稚
園
)
、
吉
田
真
美
(
鈴

田
小
)
、
鳥
越
直
哉
(
竹
松
小
)
、

林

梨

沙

(
旭
が
丘
小
)
、
深
田

湖
士
(
三
城
小
)
、
岩
村
健
太
郎

(
放
虎
原
小
)

1
回
に
つ
き

プ課 問 1 ン
1 _ い O ロ
ル色 合 O ッ
( 府 わ円台

fi Liせ i
⑭干 11

5 =1ス
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住
み
よ
い
町
を
め
き
し
て

豊
か
で
魅
力
あ
る
住
み
よ
い
大
村
市
に
す
る
た
め
に
、

各
関
係
省
庁
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

米
軍
機
の
長
崎
空
港
利
用
で

菌
へ
申
し
入
れ

米軍機問題で説明を求める甲斐田市長
(6/4・運輸省)提供長崎新聞社

米
軍
機
の
空
港
利
用
問
題
で
、

甲
斐
田
市
長
は

6
月
4
・
5
日、

運
輸
省
と
外
務
省
を
訪
れ
、
空
港

利
用
実
態
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

る
と
と
も
に
、
軍
用
機
の
利
用
、

軍
事
基
地
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

両
省
と
も
、
「
空
港
に
は
、
戦

闘
機
が
着
陸
す
る
設
備
や
陸
上
支

援
施
設
が
な
い
な
ど
否
定
的
で
、

過
去
の
実
績
や
実
態
か
ら
も
軍
事

基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

国
道
mm
唇
早
期
拡
幅
を
め
ざ
し
て

平成8年8月号

6
月
お
目
、
国
道
話
号
拡

幅
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、

国
道
誕
号
等
大
村
市
内
幹
線

道
路
整
備
促
進
期
成
会
(
会

長

甲

斐

田

園

彦

大

村

市

長
)
に
よ
る
、
建
設
省
お
よ

び
国
会
議
員
へ
の
陳
情
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

広報おおむら

市
民
を
代
表
し
て
市
長

が
、
事
務
次
官
、
道
路
局
長

な
ど
主
要
官
僚
に
直
接
面
会

し
、
そ
の
切
実
な
願
い
を
伝

え
、
ま
た
、
本
市
出
身
の
国

会
議
員
の
先
生
か
ら
も
、
力

強
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た。

県
庁
倉
田
を
大
村
ヘ

甲
斐
田
市
長
、
高
以
良
市

議
会
議
長
ら
は

5
月
白
日
県

庁
を
訪
れ
、

「
本
市
が
県
央

地
域
に
あ
っ
て
交
通
の
要
衝

と
し
て
最
適
で
あ
る
」
と
県

庁
舎
の
誘
致
を
松
尾
副
知
事

に
陳
情
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
県
民
総
合
ス
ポ

ー
ツ
村
(
仮
称
)
建
設
に
つ

い
て
も

「立
地
条
件
の
よ
い

大
村
ヘ

」
と
要
望
し
ま
し
た
。

な
お
、
国
道
弘
号
拡
幅
事

業
で
は
、
測
量
な
ど
の
旦
〈
体

的
な
作
業
も
始
ま
っ
て
お

り
、
同
期
成
会
で
は
早
期
実

現
ヘ
向
け
て
、
さ
ら
な
る
陳

情
活
動
な
ど
を
行
い
、
一
層

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

大
村
市
が
文
部
省
指
定

「
い
じ
め
対
策
モ
デ
ル
市
町
村
」

文
部
省
の
「
平
成
八
年
度
い
じ

め
対
策
地
域
連
携
モ
デ
ル
市
町

村
」
に
大
村
市
が
指
定
さ
れ
ま
し

た

こ
れ
は
、
い
じ
め
解
消
の
た
め

に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
の

三
者
が
連
携
し
た
地
域
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
予
定
さ
れ
て
い

る
主
な
事
業
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配

置
②
家
庭
教
育
学
級
の
開
設

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事

業
④
い
じ
め
相
談
事
業
の
充
実

①
い
じ
め
防
止
の
啓
発
活
動

⑥
講
演
会
な
ど
の
開
催

⑦
い
じ
め
対
策
担
当
者
会
の
開
催

こ
れ
ま
で
、
地
域
に
お
け
る
生

徒
指
導
連
絡
協
議
会
な
ど
い
く
つ

か
の
組
織
を
活
か
し
て
地
域
を
あ

げ
て
の
生
徒
指
導
な
ど
を
推
進
し

安全で住みよいまちに 大村市永久の森制定
=高齢者安全対策連絡協議会-

l 市の水源確保と、緑豊かな
I白然環境にするため、 「永久

!の森条例」が 6月25日から制

定されました。

永久の森は、萱瀬地区の五

太郎、大村地区の東大村 2丁

目、松原地区の東野岳町の 3

か所で、 71ヘクタールの市有

林を将来にわたり、永久保存

大村市高齢者安全対策連絡協 iするものです。
議会(会長 甲斐田園彦大村市| 貴重な森林資源を守り、広

長)の総会が 6月26日、開催さ|く森林の大切さを提唱するこ

れました。 Iとを目的としています。

総会では、関係機関から53人! 指定区域内では、樹木の伐

が出席して、お年寄りの安全対 l採や損傷、植物や土石の採取、
策のため、現在、取り組んでい!火気の使用などはできません

る事業の報告、新規事業計画、 lが、森林浴や散策などはでき
事例発表などがありました。 Iますので、森に親しんでくだ

これからも、安全で住みよい|さい

「まちJづくりを推進します。 問い合わせ

J 

(6/26・市役所)

て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
踏
ま

え
、
こ
の
た
び
の
指
定
を
機
に

一

層
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〕
闘
い

(7/3・中央保育園での
西大村中学校3年生の保育実習)農林水産課

5 



~公共下水道や農業集落排水がこない所では浄化槽の設置がしやすくなります~

下水道や農業集落排水施設がこない地

域に住宅を建てられるときは、合併処理

浄化槽を設置していただいてます。

これまで下水道などと比べると費用負

担が大きく、設置を断念されるケ スも

ありました。そこで、7月1白から補助金

の制度を改正し、公共下水道なみの自己

負担で設置できます。ご利用ください。

合併処理浄化槽

家庭から出る排水(トイレや台所、洗濯水

など)をきれいにする浄化槽です。羽|水中の

汚れを90%以上取り除けます。

大村湾をきれいにするために、自分ができ

ることからやってみましょう。
合併処理浄化槽の設置現場

処理人槽区分 5人槽 6人槽 7人槽 8人槽以上

設置補助金
下水道-農集排がこない 708，000円 768，000円 898，000円 978，000円
地域 (旧 309，000円) (旧 463，000円) (旧 463，000円) (旧 824，000円)

(器官)下水道-農集排を 7年以
309，000円 463，000円 824，000円

上待つ地域

維費補持管助理金 ①設置補助金の交付を受

けた浄化槽 31，000円 34，000円 37，000円 40，000円

(稲妻主)②検査や点検をきちんと (旧 6，000円) (旧 6，000円) (旧 6，000円) (旧 6，000円)受けていること

してください。
※合併処理浄化槽を設置しようとするときは、事前に補助金の

対象地域なのか確認してくださt'0 
詳しくは、合併処理浄化槽設置業者とご相談くださp。

問い合わせ環境保全課

所定の申請用紙に記入し、必要書類を添えて提出

してくださt'0 
①設置補助金随時受付
②維持管理費補助金 平成 8 年 4 月 1 日 ~9 年 3

月31日の 1年間分を平成9年4月末までに申請

申請の方法

申請の時期

“よみがえれおおむら湾"
~下水道供用開始15周年普及率70%達成記念事業~

き
れ
い
な
大
村
湾
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
、
今
、

私
た
ち
は
な
に
を
な
す
べ
き
か
、
大
村
湾
沿
岸
に
住
む

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時

9
月
比
日
目
、
午
前
日

時
j
午
後
5
時

市
民
会
館
、
天
正
夢
広
場

-6 

。
記
念
講
演

演
題
「ま

1
兄
ち
ゃ
ん
の
環
境
講
座
」

(
市
民
会
館
)

。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ほ
か
各
種
イ
ベ
ン
ト

問
い
合
わ
せ
よ
み
が
え
れ

お
お
む
ら
湾
実
行
委
員
会
事

務
局
(
環
境
保
全
課
内
)

下
水
道
に
関
す
る
「
標
語
」
・
「
ポ
ス
タ
i
」
ぼ
し
ゅ
う

す
。
(
な
お
、
応
募
点
数
は
制
限

あ
り
ま
せ
ん
)
ポ
ス
タ
ー
の
部

B
4
j
A
2
判
と
し
画
材
等
は
問

い
ま
せ
ん
。
「9
月
刊
日
全
国
下

水
道
促
進
デ
i
」
の
文
字
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
(小
1
1
3
学
年

生
は
文
字
な
し
で
も
可
)

応
募
・
問
い
合
わ
せ
下
水
道
建

設
課

(
包
⑭

3
1
0
0
)

場
所

‘hP 

テ
ー
マ
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
と
も

に

「下
水
道
」
を
テ
l
マ
と
し
ま

す
が
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中

の
下
水
道
に
関
す
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
柄
に
つ
い
て
自
由
に
発
想
・

表
現
し
た
作
品
応
募
期
限

9

月
5
日
同
必
着
応
募
資
格

小
・
中
学
生
標
語
の
部
官
製

は
が
き
1
枚
に
作
品
1
点
と
し
ま

現
在
、
黒
の
ご
み
袋
に
つ
い
て
は
、

中
身
の
判
断
が
つ
か
な
い

た
め
焼
却
炉
、
破
砕
機
の
故
障
、
収
集
時
の
事
故
な
ど
の
原
因
と

な
り
、
平
成

7
年
9
月
の
市
政
だ
よ
り
か
ら
数
回
に
わ
た
り
、
ご

み
袋
の
透
明
化
移
行
を
お
願
い
し
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
家
庭
か

ら
出
る
ご
み
袋
は
、
ま
だ
黒
袋
の
使
用
が
多
い
よ
う
で
す
。

平
成
8
年
ロ
月
1
日
か
ら
透
明
袋
で
の
収
集
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
子
持
ち
の
黒
袋
は
早
め
に
使
い
き
っ
て
、
透
明
袋
を
購
入
、

使
用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
市
清
掃
セ
ン
タ
ー



%四

av掃清大民市の年昨

住
み
良
い
環
境
ぃ
つ
く
り
は
、

一

人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切
で

す
。
ま
ず
は
、
各
家
庭
お
よ
び
町

内
会
ぐ
る
み
で
の
実
践
活
動
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

日
時

8
月
4
日
間
、
午
前
7
時

加
分
1
8時
ぬ
分

実
施
方
法
家
庭
で
は
、
町
内
清

P 
ぺ
(日)

大
村
湾
沿
岸
一
斉
清
掃
の
日

平成8年8月号

9
月
1
日
を
中
心
に
大
村
湾
関

係
4
市
9
町
内
で
、

一
斉
に
沿
岸

清
掃
が
行
わ
れ
ま
す
。

O
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
大

村
支
部
で
は
、
所
属
団
体
ご
と
に

沿
岸
清
掃
の
担
当
区
域

・
日
時
を

決
め
て
い
ま
す
。

市
民
会
場

大
村
公
園
先
沿
岸

(
史
跡
新
蔵
波
止
付
近
)
玖
島
川
i

広報おおむら

市
民
大
清
掃

掃
に
参
加
す
る
前
に
家
庭
み
ん
な

で
家
の
ま
わ
り
の
清
掃
を
行
い
ま

す
。町

内
で
は
、
各
家
庭
を
は
じ
め
、

子
ど
も
会
・
青
年
団
・
婦
人
会
・

老
人
会
な
ど
へ
呼
び
か
け
て
、
道

路
や
公
園
な
ど
の
清
掃
を
行
い
ま

す
。

主
催

大
村
市
衛
生
組
織
連
合

会、

大
村
市
市
民
憲
章
推
進
協
議

会
、
大
村
市

※
危
険
な
場
所
、
例
え
ば
交
通
量

の
多
い
道
路
や
線
路
、
踏
切

周
辺
、

崖
な
ど
は
必
ず
避
け

て
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
市
民
大
清
掃
事
務

局
(
環
境
保
全
課
)

大
高
ボ
1
ト
部
艇
庫
前
沿
岸
(
合

成
洗
剤
を
追
放
す
る
大
村
市
連
絡

会
(
町
内
会
も
加
入
〕
担
当
区
域
)

日
時

9
月
1
日
間
、
午
前
7
時

加
分
1
8時
加
分

事
務
局

大
村
湾
を
き
れ
い
に
す

る
会
大
村
支
部
(
環
境
保
全
課
内
)

※
な
お
、

当
日
は
長
靴
を
は
い
て

来
て
く
だ
さ
い
。
(雨
天
中
止
)

問い合わせft9310 0 

Vお盆の前後はゴミが集申! 計画的にゴミは出しましょう
。お盆の期間中の 「燃やせるゴミ ・燃やせないゴ、ミ」の収集は平常ど

おりです。(不燃ゴミは不燃物収集日割表どおりです。)

E 

次の場合は、受付時間内に直接清掃センターに持ち込んでくださ

い。(持ち込む場合は、 「ゴミの出し方・不燃物収集日割表」をよく

見てください。)①ゴミを出し忘れた場合②収集日に出せない場合③

清掃などで、一時的に多量のゴミが出た場合④「燃やせないゴ、ミ・

粗大ゴミ」で、 一人で持てない物①ペッ トの砂(汚物を取り除いて)

し尿汲み取りはお盆は休みます

8月15日(木)・ 16日(金)のし尿汲み取りは、 業者の盆休みに
あたりますので、汲み取りは行いません。ご協力をお願いします0
0緊急時の連絡先 大村清掃 (H~0 2 3 3)、岩藤清掃 (H⑮
1 5 7 1 )、野田清掃 (H⑧84 4 0) 

(: 

V必ずスプレー缶には穴をあけて!
いまだ穴のあけてないスプレー缶が多数不燃物ゴミとして持ち出さ

れています。スプレー缶には、弱燃性から強燃性などいろんな種類が

ありますが、なかでもペンキ・シンナー・ガスライター用ボンベ・カ

セット用ブoロパンボンべなど、危険物もたくさんあります。これらは、

他の不燃ゴミと一緒に破砕処理されますので、爆発の原因となります。

“穴のあけてないスプレー缶"は、収集しない場合があります。

安全な穴めもあ，t"かた
①中身を全部使いきったあと、 屋外の安全な場所でガスの音がしなく

なるまで完全に放出する ② 「から」を確認して、安全な場所で穴あ

け用器具を使って「穴Jをあける

司?運理棄パトロールを強化!!
ごみの不法投棄は「やってはいけないこと」と、皆さん

十分ご承知のことと思いますが、まだまだ市内の各地には

一部の心ない人による不法投棄が後を絶たないようです。

6月10日には環境月間の一環として警察 ・保健所・市の

合同による「不法投棄パトロール」を実施しました。

このパトロールで、特に人目につきにくい山間部に雑誌

や布団類また大型冷蔵庫などの不法投棄が発見され、投棄

者が判明した物件につい h

ては、関係機関により厳

しい指導が行われました。

今後もパトロールを強

化し不法投棄者の摘発・

指導を行い、悪質な場合

は法を適用し不法投棄の

一掃を図ります。

問い合わせ環境保全課

清掃課からのお願い

後を絶たない不法投棄

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

何人もみだりに廃棄物を捨ててはならない。

。産業廃棄物投棄の場合…l年以下の懲役文は

1∞万円以下の罰金(第26条)

0その他の廃棄物投棄の場合…6ヶ月以下の懲
役文は50万円以下の罰金 (第27条)

第16条

罰則

正
し
く
伶
創
し
ま
し
ょ
う

使
用
済
み
の
「
電
池
」
も

り
っ
ぱ
な
資
源
に
な
り
ま
す

最
近、

電
気
製
品
の
小
型
化
に

よ
り
充
電
し
て
、
何
度
も
繰
り
返

し
て
使
用
で
き
る
「
ニ
カ
ド
電
池
」

が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
「
ニ
カ
ド
電
池
」
も
リ

サ
イ
ク
ル
協
力
屈
に
よ
り
回
収
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
リ
サ

イ
ク
ル
協
力
庖
に
設
置
し
て
あ
る

「
ニ
カ
ド
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ

ク
ス
」
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

マンガン一一町内の不燃ゴミ集積所ヘ
乾電池など (ほかの不燃物ゴミと分

けてください)

水銀電池一一販売庖の回収箱へ
(ボタン型)

使いきりタイプ

|充電するタイプ行鉛蓄電池一一 バッテリーリサイクル
'1 (パ、ソテリー)協力庖へ

L二力ド電池ーリサイクル協力屈の回
収箱へ

※「マンガン乾電池」以外の電池は回収していません

-7-
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友箔広がる
(6/27・市役所)

広報おおむら

v 

上手に描けたね!
( 6/16・大村公園)

さわや力泡叡声
( 6/16・市民会館)

「第16回大村市合唱祭」が6月16日、市
民会館で聞かれました。

第1部は、小-中 ・高校のコーラスクラ
ブが出演、第2部は、一般のコーラスグル
ープが参加、15団体約800人の歌声が、会

場に響きわたり満員の聴衆を魅了しました。

4 
J 

非行防止を昭びかけ
(7/6・アーケード街)

第46回「社会を明るくする運動」と「青少年を

非行から守る全国強謂月間」にちなみ、市民への

意識を高めようと7月6日、街頭パレードが行わ
れました。

パレードには、警察、保護司会、健全育成協議

会、 PTA連合会、市関係者など29団体約230人

が参加、桜が原中学校のブラスパンドを先頭に天

正夢広場を出発しアーケード街で買物客らに風船

を配りながら運動への協力を呼びかけました。

「第8ロ花の街スケ、ソチ大会J(商工会議所青年部
主催)が6月16日、大村公園を会場に行われました。
スケ、ソチ大会には、幼稚園児力¥5;1¥.中学生まで

いたじゃぐり

約300人が参加、花しょうぶ ・板敷櫓、桜田の堀な

どを題材に、水彩絵の具やクレヨンて、思い思いにス

ケッチを楽しんでいました。

.. 

がんばれ豆力士
( 6/16・富松神社)

t， 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(虞
田
和
敏
理
事
長
)

で
は
6
月
お
日
、
市
営
松
並
第
1
ア
パ
ー
ト
敷
地

内
で
せ
ん
{
曇
謂
央
云
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
で
、
庭
園
管
理
士
、
樹
医
の
資
格
も
取
得

し
た
西
山
昭
さ
ん
ら
が
指
導
員
と
な
リ
、
約
仰
人

の
会
員
に
せ
ん
定
技
術
を
指
導
、
ア
パ
ー
ト
内
の

樹
木
約
1
5
0本
を
せ
ん
定
し
ま
し
た
。

き
つ
り
ん
ち
ゅ
う
レ
ん
し
ゅ
う
だ
ん
ち
ゅ
う

中
国
吉
林
省
の
中
信
集
団
中

こ
う
ち
ょ
う
し
ゅ
ん
こ
ん
す

き
ょ
ゅ
う
り
ん
と
う
じ
ち
ょ
う

興
長
春
公
司
許
友
林
董
事
長

(社
長
)
ほ
か
6
人
於
b
月
♂
日
、

市
役
所
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、
甲

斐
田
市
長
と
歓
談
さ
れ
ま
し
た
。

一
行
は
、
市
が
進
め
て
い
る

オ
フ
ィ
ス
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
事
業

「
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」
へ
の

企
業
立
地
な
ど
の
調
査
の
た
め

訪
問
し
た
も
の
で
、
市
長
か
ら

説
明
を
受
け
ら
れ
た
後
、
現
地

を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

郡JIIすっきり
(7/7・矢次橋附近)

郡川水利組合連合会 (後藤満行会長)は7月7
日、郡川井堰除草作業を行いました。

朝から小雨の降る中、郡川の環境を守ろうと、

郡川井堰の関係農家が参加、草刈り機や鎌で郡川

の土手をきれいに刈っていきました。

企 ¥ー
(6/30・市民会館)

「第1回大村市長杯争奪おおむら菖蒲まつり将棋
大会 ・囲碁名人戦J(市観光協会主催)が6月30目、
市民会館、商工会議所の2会場で開かれました。

大会には市内外から将棋約1∞人、囲碁に約170人

が集まりました。

大人にまじ、って幼稚園児や小学生など、も、名人を

めざし熱い戦いを繰り広げましたo

~ 8 ~ 

盤上の熱い戦い

「第
8
回
ち
び
っ
こ
相
撲
大
会
」

‘於
o月
市
日
、
富
松
神
社
相
撲
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
市
内
外
の
小
学
校
氾

校
訂
チ
!
ム
約
2
8
0人
の
豆
力
士

が
参
加
、
団
体
戦
、
個
人
戦
に
土
俵

狭
し
と
、
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

4 

(6/30・商工会議所)

ー

f
B
市
長
さ
ん
へ
喜
び
の
報
告
3

岳
精
会
全
国
優
勝

甲
斐
田
市
長
に
喜
び
の
報
告
を

す
る
岳
精
会
の
皆
さ
ん

(7/1・市役所)

岳
精
流
日
本
吟
院
(
宗
家
横
山

ぎ
ん
ど
う

岳
精
先
生
)
の
全
国
吟
道
大
会
が

6
月
お
目
、
川
崎
市
で

wm抗、

大
村
岳
精
会
女
子
(
松
尾
龍
昭
会

ご
う
ぎ
ん

長
)
が
、
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

で
優
勝
、

7
月
1
日
、
市
役
所
を

訪
れ
、
市
長
へ
喜
び
の
報
告
を
し

ま
し
た
。

え
っ
ち
ゅ
う
か
ん

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

「越
中
覧

古
」
(
李
白
作
)
を
朗
々
と
吟
じ
、

し
し
ん

「
誌
心
表
現
を
加
え
た

一
糸
乱
れ

ぬ
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
」

と
の
評
を
受
け
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
村
ウ
イ
シ
グ
ス
九
州
大
会
出
場

甲
斐
田
市
長
に
喜
び
の
報
告
を
す

る
大
村
ウ
イ
ン
ク
ス
の
選
手
た
ち

(7/2・市役所)

第
位
回
全
日
本
総
合
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
(
九
州
地

区
予
選
)
へ
の
出
場
を
決
め
た
、

大
村
ウ
イ
ン
ダ
ス
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
(
木
村
純
俊
監
督
)
が
7

月
2
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
甲
斐

田
市
長
に
、
出
場
の
報
告
を
し
ま

し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
、
県
大
会
で
、
準

優
勝
し
、
同
選
手
権
初
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。
市
長
は

「頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

9 ~ 



8月15日精霊流し
-搬入は午後9時までに(厳守)

・爆竹などは危険ですのでご遠慮ください

・供え物類は必ず供え物置き場ヘ

・告集積場所には駐車場を確保してませんの

で麦障のない限り徒歩で出向いてください

集積地への搬入は
搬入は必ず午後9時までに指定場所にお願い
します。 (供え物類で燃えない物は、ビニール

袋などに入れて供え物置き場ヘ)

精
霊
流
し
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
美

し
い
大
村
湾
を
守
る
た
め
、
精
霊
船
や
供

え
物
を
海
や
川
に
流
さ
な
い
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

地区名 集 積 場 所

三浦 舟津、 日泊、溝陸 (南部運動広場)

指 鈴田 三鈴橋付近、日焼

定 大村 市役所横埋立地

集
西大村 下水道浄水管理センター

竹松 オーケーフード空地広場
積 福重 郡川河口
地 松原 大村市北部運動広場
萱瀬 荒瀬、田下、黒木

※詳しくは町内会長、出張所または環境保全課

へお尋ねください。

山田JUlL:
1IJ_DDl 
|山|一

交
通
規
制
午
後
7
時
j
叩
時

混
雑
と
事
故
防
止
の
た
め
、
図
の
通
り

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

-
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通
行
は
で

き
ま
せ
ん
。

-
国
道
を
横
断
す
る
場
合
は
次
の
所
か
ら

横
断
し
て
く
だ
さ
い
。

大
村
地
区
・
:
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
入

口
交
差
点

西
大
村
地
区
:
・
パ

l
ル
レ
l
ン
前
と
松
並

交
差
点

福
重
地
区
・
・
・
寿
古
石
油
脂
前
交
差
点

爆
竹
な
ど
は

ご
遺
慮
く
だ
さ
い

精
霊
流
し
で
は
、
よ
く
花
火
で
け
が
人

が
で
ま
す
。
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ

・
矢
ビ
ヤ
や
爆
竹
の
連
結
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

r 

ー
一
一
「
|
」
明
「

-
精
霊
船
で
花
火
を
使
用
す
る
場
合
は
全

て
花
火
責
任
者
が
い
り
ま
す
。
(
一
隻
に

つ
き
1
人
の
み
花
火
を
使
用
で
き
ま
す
。)

・
花
火
責
任
者
は
赤
い
タ
ス
キ
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
(
警
察
署
で
精
霊
船
説
明
会

時
に
交
付
し
ま
す
。
)

-
次
の
場
所
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
0

.
人
出
で
混
雑
し
て
い
る
所

・
せ
ま
い
道

・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

販
売
庖
付
近

・
花
火
販
売
庖
や
玩
具
屈
付
近

-
精
霊
船
の
通
る
道
す
じ
の
花
火
販
売
屈

で
は
、
道
路
に
向
け
た
花
火
の
陳
列
を
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で
は
万
一

に
備
え
、
防
火
用
水
、
用
具
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

-
人
や
車
に
迷
惑
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
な
花

火
の
使
用
は
、
法
令
違
反
と
な
り
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
0

・
船
の
担
ぎ
手
は
飲
酒
し
な
い
よ
う
に
し

(図2)西大村地区交通規制略図

て
く
だ
さ
い
0

・
精
霊
船
を
載
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に

人
を
乗
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
0

・
規
制
区
域
内
に
精
霊
船
の
随
行
車
両
が

入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

-10-

精
霊
船
に
関
す
る

注
意
事
項

-
精
霊
船
の
全
長
が
2
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
と
き
は
、
大
村
警
察
署
へ
道
路
使
用
許

可
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
道
路
使
用
許
可
申
請
書
受
付
期
間

8
月
5
日
間
i
9
日
制

-
車
で
運
搬
す
る
と
き
は
、
灯
ろ
う
の
火

は
必
ず
消
す
。
車
の
積
載
制
限
を
超
え
る

と
き
は
警
察
署
の
許
可
を
受
け
る
。
横
積

み
は
し
な
い
0

・
精
霊
船
は
、
申
し
合
わ
せ
事
項
に
よ
り

長
さ
5
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
2
・
5
メ
ー

ト
ル
以
下
、
高
さ
3
・
5
メ
ー
ト
ル
以
下

(
船
を
か
つ
い
だ
状
態
で
の
高
さ
)
に
し

て
く
だ
さ
い
。

-
路
上
で
回
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

精霊船説明会および交付|
道路使用許可申請書を提出さ

れた人に対する説明会および許

可証の交付を行います。

日時 8月12日明)、午後2時

場所大村警察署講堂(4階)
H@TOIIO 

※印かんを持参してください。

|墓参りの火の始末は忘れずに fl



現

況

眉

所
得
状
況
届

r 
，/ 

(
児
童
扶
養
手
当
)

(
特
別
児
童
扶
養
手
当
)

H
8
月
m
M
B
3
9
月
刊
日
ま
で
に
提
出
を
H

①
児
童
扶
養
手
当

父
親
の
い
な
い
家
庭
、
児
童
が
父
親
か

ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
家
庭
、
ま

た
は
父
親
が
身
体
障
害
者
な
ど
の
{丞
胞
で
、

児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る

平成8年8月号

r-一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーーーーー-ー-ーーーー-，

創
設訟!'7'J

お母さんの急な病気や用事で、子どもの世話がで

きないなど養育についてお悩みの人、ご相談くださL

よ
う
に
、
そ
の
児
童
の
母
ま
た
は
、
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
手
当
の
申
請
は
、
手
当
の
支
給

要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
か
ら
起
算

し
て

5
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
請
求
で

H
v
m
w
A
W
⑭
宮
h
w
m
叫
お
恒

長
崎
、
広
島
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
人
や
、
戦
争
の
犠
牲

を

一
分
間
鳴
ら
し
ま
す
。

と
な
ら
れ
た
人
た
ち
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
、
次
の
日
に
サ
イ
レ
ン

黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
ょ
う
。

広報おおむら

8
月
6
日

午
前
8
時
日
分
(
広
島
原
爆
祈
り
の
日
)

午
前
日
時
2
分
(
県
民
祈
り
の
日
)

8
月
9
日

8
月
日
日

正
午
(
全
国
戦
没
者
追
悼
式
)

き
な
く
な
り
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
受
給

で
き
ま
せ
ん
。

手
当
の
額
(
月
額
)

児
童
1
人

4
1、
3
9
0円

児
童
2
人

5
、
0
0
0円
加
算

児
童
3
人

1
人
増
え
る
ご
と
に

3
、
0
0
0円
加
算

(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
)

②
特
則
児
童
扶
養
呈
当

こ
の
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
障

害
の
あ
る
却
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る

父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額
(
月
額
)

重
度
障
害
児

5
0
、
3
5
0円

中
度
障
害
児

3
3
、
5
3
0円

(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
)

①
②
と
も
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

子育てで、困っていること

ありませんか?

-昼間、夜間(短期-長期)

.学童保育

社会福祉法人大村子供の家

(包⑧83 1 9) 

問い合わせ

る
児
童
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
・
所
得
状
況
届

こ
の
届
は
、
手
当
を
引
き
続
い
て
受
け

る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
審
査
す
る
た
め

の
大
切
な
手
続
き
で
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
、
引
き
続
い

て
子
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

提
出
す
る
も
の

①
手
当
証
書

②

世
帯
全
員
の
住
民
票

③
児
童
が
別
居
の
場
合
は
、
児
童
が
属
す

る
世
帯
全
員
の
住
民
票
お
よ
び
監
護
申
立

書
④
平
成
8
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
人
は
、
平
成
7
年
分
所
得
証
明
書

⑤
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
年
金
証
書

(児
童
扶
養
手
当
の
み
)

⑤
印
か
ん

提
出
・
問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課

引
き
揚
げ
者
の
皆
様
ヘ

U
、
定
員
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す
日

税
関
で
は
、
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚

げ
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨

や
証
券
類
の
返
還
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
返
還
請
求
が
お
済
み
で
な
い
人

は
、
早
め
に
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
返

還
一葉
は
、
引
き
揚
げ
者
本
人
の
ほ

か
ご
家
族
の
人
で
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
税
関
監
視
部
(
一Tm

長
崎
市
出
島
町
1
1
%

8
0
9
5
8
⑧

8
6
4
4
)
 

婦
人
が
ん
検
診
受
付
申

市
で
は
、
初
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
、

次
の
日
程
で
婦
人
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
お
早
め
に
!

実
施
日

9
月
4
日
附
・

6
日

ω・
1
日

附

・
日
月
4
日
働
の
4
日
間

会

場

市
立
病
院

負
担
金

子
宮
が
ん

7
0
0
円

(
子
宮
体

が
ん
は

5
0
0
円
増
)
、
乳
が
ん

3
0
0

円
(
老
人
医
療
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
)

申
込
先

健
康
増
進
課

(財)
長
崎

富
加夜、

む董
ま麗

与霊
?定

当
協
会
は
、
出
か
せ
ぎ
さ
れ
る
人
が
出

か
せ
ぎ
先
や
赴
任
お
よ
び
帰
郷
途
中
に
お

い
て
、
事
故
や
病
気
で
入
院
休
業
し
た
時
、

留
守
宅
が
火
災
に
あ
っ
た
時
な
ど
に
見
舞

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

-
対
象
者
県
民
で
あ
り
、

1
か
月
以
上

1
年
未
満
の
期
間
、
居
住
地
を
離
れ
て
出

か
せ
ぎ
さ
れ
る
人

-
年
会
費

8
0
0円

※
詳
し
く
は
、
制
長
崎
県
出
か
せ
ぎ
援

護
協
会
(
県
職
業
安
定
課

8
0
9
5

8
③

7
0
1
8
)
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福
祉
医
盲療

薪重
手22
誓重
喜お
ま
す

心
身
障
害
者
・
母
子

・
寡
婦
・
未

婚
の
女
子
・
寡
男
・
父
子
・
老
保
障

害
の
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の

有
効
期
限
が

9
月
初
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

該
当
者
に
つ
い
て
は
通
知
書
を
8

月
中
旬
ご
ろ
発
送
し
ま
す
の
で
、
忘

れ
な
い
よ
う
に
子
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん
・
健
康
保
険
証
・
現
在
使

金

式

婚

該
当
者
へ
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

H
該
当
す
る
人
は
申
請
を
リ

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を

祝
福
し
、
長
年
、
円
満
な
家
庭
を
築

か
れ
、
社
会
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た

労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

対
象
者

H

9
月
日
日
現
在
で
婚
姻

(
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
日
)
か
ら
満
日

年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
※
婚
姻

月
日
が
昭
和
初
年

9
月
日
日
か
ら
紅

年

9
月
日
日
ま
で
申
請
方
法
リ
申

請
書
(
高
齢
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
)

に
記
入
の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
中
の
受
給
者
証
・
通
知
の
は
が

き
・
障
害
者
医
療
の
該
当
者
は
身
体

障
害
者
子
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
・
今

年

1
月

2
日
以
降
に
転
入
し
た
人
、

扶
養
義
務
者
が
市
外
に
在
住
の
人
は

平
成

7
年
分
の
所
得
証
明
書
お
よ

び
、
平
成
8
年
度
分
の
課
税
証
明
書

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
指
定
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
福
祉
課
で

9
月
山
日
か
ら

(
印
か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

申
込
期
限

H
9月
日
日
制

問
い
合

わ
せ
リ
高
齢
福
祉
課

長
寿
を
祝
っ
て

敬
老
金
を
贈
り
ま
す

対
象
者

H
9月
1
日
現
在
で
刀
歳
以

上
の
人
祝
金
の
額
H
次
の
と
お
り

支
給
し
ま
す
。

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

※
こ
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
日

月
1
日
か
ら
医
療
費
の
助
成
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
H

福
祉
課
福
祉
係

程
日程 士嘉 所

9月4日(水)竹松・ 萱瀬・松原各出張所

9月5日(木)西大村出張所 (中地区公民館)

9月6日(金)市 役 所

9月9日(月)福重・ 三浦・鈴田各出張所

9月10日(火)市役所

日来庁更

昨年の金婚祝賀記念品贈呈式

-
乃
歳
か
ら
乃
歳

H
3
、

0
0
0円

・ω歳
か
ら
約
歳

H
5
、

0
0
0円

・ω歳
以
上

1
8
、

0
0
0円

※
∞
∞
歳
以
上
の
人
に
は
県
の
敬
老
金

(5
、
0
0
0
円
)
も
贈
ら
れ
ま
す
。

fi 
月日 場 所

9/11 三浦・鈴田・萱瀬

(水) 福重・松原各出張所

9/12 市役所、西大村・

(木) 竹松各出張所

9/13 市役所 ・

(金) 西大村出張所

日呈目首※
該
当
す
る
人
に
は
、
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
指
定
日
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
を
指

定
さ
れ
た
人
は
指
定
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
H

高
齢
福
祉
課

く
対象者被爆者手帳、健康診断受診者証を持っている人

受付時間午前10時-11時、午後l時-2時

問い合わせ 大村保健所または市福祉課庶務係

※今回の定期健康診断以外に年2回まで、希望により健康診断

または、がん検診を受けることができます。

午前9時30分~午後4時時間

被爆者健康診断を行います
多額の諦財寄付

ありがとうときいました。

日 程 F長占『 施 土着 所 対 象 地 区

8月27日(火) 市コ 、、、、 セン 大 キオ

8月28日(水) 市コ 、、、、 セン 三浦・鈴田-大村

8月29日(木) 中地区公民館 西 大 キナ

8月30日(金) 松原出張所 福重 松原

9月4日(水) 竹松出張所 t1 松

9月5日(木) 福祉センター 西大村・萱瀬

9月6日(金) 福祉センター 大 キオ

程日施実

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
甲
斐
田

市
長
へ
多
額
の
浄
財
を
寄
付
す
る
松
本
さ

ん
(
左
)

(

6

/

μ

・
市
役
所
)

※市コミセンは、旧大村駅前郵便局に移転しております。

12-

松本崇さん(皆同町)は 6月24日、市役所

を訪れ、亡妻敬子さんの香典返しとして、社

会福祉基金へ100万円を寄付されました。

ありがとうございました。



み
健ん
な
康
の「

食
中
毒
」

大
村
市
医
師
会

出
口
雅
経

平成8年8月号

食
物
摂
取
に
よ
る
中
毒
、
す
な

わ
ち
食
中
毒
は

6
月
j

m
月
に
多

く
、
厚
生
省
資
料
に
よ
る
と
集
団

発
生
例
は
、
年
間

1
、

0
0
0
件

i
l
、

5
0
0
件
で
患
者
数
は

3

1
4
万
人
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
胃

腸
炎
、
下
痢
症
と
し
て
報
告
さ
れ

て
い
る
も
の
が
数
多
く
存
在
し
ま

す
。食
中
毒
の
多
く
は
、
腸
炎
ビ
ブ

リ
オ
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
、
カ
ン
ピ

ロ
パ
ク
タ

l
、
ブ
ド
ウ
球
菌
、
ボ

ツ
リ
ヌ
ス
菌
や
話
題
に
な
っ
て
い

る
病
原
大
腸
菌
な
ど
が
主
な
原
因

細
菌
で
す
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
主
要
症
状
は
、

幅
吐
、
激
し
い
腹
痛
、
下
痢
、
軽

度
の
発
熱
で
す
。
便
は
水
様
性
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
血
便
、
粘
血

便
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
日
本
で
多
い
の
は
海

広報おおむら

産
魚
介
類
の
生
食
晴
好
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
の
菌
は
海
に
棲
息
し
、

海
水
温
度
が
上
昇
す
る
夏
は
増
殖

が
著
し
く
、
大
村
で
も
学
校
給
食

に
だ
さ
れ
た
魚
の
酢
物
和
え
で
、

6
0
0
人
の
生
徒
の
集
団
発
生
が

あ
り
ま
し
た
。
本
症
を
防
止
す
る

に
は
、
真
水
で
海
産
魚
介
類
を
よ

く
洗
う
こ
と
で
す
。

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
l

わ
が

国

は
、
海
外
か
ら
の
食
物
輸
入
に
依

存
し
て
い
ま
す
。
各
家
庭
に
冷
蔵

庫
や
冷
凍
庫
が
普
及
し
、
多
く
の

菌
は
冷
凍
す
る
と
死
滅
す
る
の
が

多
い
が
、
カ
ン
ピ
ロ
パ
ク
タ

l
は、

マ
イ
ナ
ス
初
℃
で
も
生
存
し
て
お

り
、
動
物
の
肉
類
、
内
臓
、
鶏
肉
、

鶏
の
皮
に
多
く
付
着
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
焼
き
肉
や
焼
き

鳥
と
し
て
肉
を
食
べ
る
機
会
が
多

い
の
で
、
肉
を
よ
く
焼
き
、
よ
く

煮
る
よ
う
に
心
が
け
れ
ば
中
毒
は

防
止
で
き
ま
す
。

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
本
菌
に
よ
る
食

肉
の
汚
染
率
は
極
め
て
高
く
、
特

に
、
鶏
肉
、
豚
肉
の
汚
染
は
著
し

く
、
鶏
卵
も
重
要
な
感
染
源
で
、

産
卵
後
、
卵
殻
表
面
に
付
着
し
た

母
鶏
の
糞
便
か
ら
汚
染
し
た
卵

や
、
卵
殻
が
薄
い
も
の
、
ひ
び
割
れ

た
も
の
は
捨
て
た
方
が
い
い
で
し

ょ
n

つ
。

ブ
ド
ウ
球
菌

ク
リ
ー
ム
類
や
ポ

テ
ト
サ
ラ
ダ
を
食
べ
た
後
、
数
時

間
で
激
し
い
幅
吐
、
腹
痛
を
み
る

と
本
菌
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

食
中
毒
の
防
止
は
食
物
を
水
で

よ
く
洗
い
、
よ
く
煮
る
、
よ
く
焼

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
調
理
す

る
人
も
よ
く
手
を
洗
う
こ
と
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
食
中
毒
に
か

か
っ
た
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
医
師
を

訪
れ
、
適
切
な
治
療
を
受
け
て
健

康
な
生
活
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

「
み
ず
い
ぼ
」
と
「
と
ぴ
び
」

大
村
市

杢需
「十-1 ，..c，.. 

代
表
的
な
こ
ど
も
の
夏
の
皮
ふ

病
で
あ
る
み
ず
い
ぼ
(
伝
染
性
軟

属
腫
)
、
と
び
ひ
(
伝
染
性
膿
廊

疹
)
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

み
ず
い
ぼ

原
因
は
ウ
イ
ル
ス
な

の
で

1
週
間
、

2
週
間
単
位
で
悪

く
な
り
ま
す
。
わ
き
と
か
パ
ン
ツ

の
部
位
に
小
さ
な
粟
粒
大
の
ブ
ツ

ブ
ツ
が
生
じ
て
、
全
身
に
ひ
ろ
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ア
ト
ピ

l

性
皮
ふ
炎
な
ど
が
あ
る
と
急
速
に

拡
大
し
ま
す
。
0

ア
ー
ル
や
風
目
で

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ひ
っ
か
く

こ
と
に
よ
っ
て
も
ひ
ろ
が
っ
て
い

き
ま
す
。
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
ひ
と
つ

ひ
と
つ
確
実
に
つ
ま
み
と
る
の

が
、
最
も
よ
い
治
療
法
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

1
週
間
お
き
に
ブ

ツ
ブ

ツ
の
出
現
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
の
が

大
切
で
す
。
ア
ト
ピ

l
性
皮
ふ
炎 実

な
ど
の
治
療
も
行
な
い
、
か
ゆ
み

を
抑
え
て
お
く
こ
と
も
重
要
で

す
。
み
ず
い
ぼ
の
あ
る
人
が
最
後

に
入
浴
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

み
ず
い
ぼ
に
有
効
な
外
用
薬
が

早
く
み
つ
か
る
と
、
つ
ま
み
と
る

と
い
う
痛
い
思
い
を
し
な
い
で
い

い
の
で
す
が
。

と
び
ひ

顔
、
特
に
鼻
の
ま
わ
り

に
で
き
は
じ
め
、
子
、
足
、
体
に

も
ひ
ろ
が

っ
て
き
ま
す
。
原
因
は

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
で
あ
り
、
抗
生

物
質
が
有
効
で
す
。
か
ゆ
み
が
強

く
ひ
っ
か
く
こ
と
に
よ
り
細
菌
を

ば
ら
ま
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
鼻
く
じ

り
も
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
発
疹
の
あ
る
う
ち
は
石
け
ん

で
軽
く
洗
い
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

る
程
度
に
し
ま
す
。
治
療
法
と
し

て
抗
生
物
質
の
外
用
薬
や
内
服
薬

が
必
要
で
す
。
虫
さ
さ
れ
、
す
り

き
ず
、
あ
せ
も
、
ア
ト
ピ

l
性
皮

ふ
炎
な
ど
も
細
菌
が
つ
き
や
す
い

の
で
、
こ
れ
も
一
緒
に
治
療
し
ま
す
。

た
だ
れ
、
じ
ゅ
く
じ
ゅ
く
が
ひ

ど
い
と
き
は
、
特
殊
な
貼
り
薬
を

使
っ
て
、
細
菌
が
ば
ら
ま
か
れ
な

い
よ
う
に
処
置
し
ま
す
。

食
昂
衛
生
週
間

H
8
月
5
日
「
〉
什
日
H

飲
食
に
よ
る
事
故
防
止
と
、
家

庭
で
の
食
品
衛
生
思
想
の
普
及
・

啓
発
を
行
い
ま
す
。

主
な
行
事
U
自
動
車
に
よ
る
広
報

パ
レ

ー
ド

(
8
月
5
日
)
、
巡
回
指

道
寸
ほ
か
。

食中毒に注意!
食中毒防止3原則

清潔一-手洗いの励行、料理器

具などを清潔に

迅速...早く調理し早く食べる

加熱または冷却…食品はなる

べく火を通し、加工を十分に、

生ものの保存は5度以下で

三種混合 ・麻しん・風しん・日本脳炎
予防長種のお知らせ

お子様の体調の良いときに受けられるよ

う、年間を通じて無料で実施しています。

(母子健康手帳をご持参ください)

受け方については、 f健康のしおりと国
民健康保険』をご覧ください。

※日本脳炎予防接種は、 8月31日までの実

施となります。
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老齢福祉年金証書を国保税の納付は

口座振替で
提出してください

8
月
は
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
が
、
定
時
届
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
月
で
す
。

8
月
期
分

(
8月
9
日
か
ら
郵
便
局

で
受
給
で
き
ま
す
。)
の
支
払
を
受
け
た

ら
す
ぐ
に
証
書
を
保
険
年
金
課
年
金
係

ヘ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
制
限
な
ど
で

1
年
間
支
給
停
止

に
な
っ
て
い
た
人
も
提
出
が
必
要
で
す
。

年
金
証
書
(
緑
色
の
手
帳
型
証
書
)

は、

7
月
末
ま
で
に
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
郵
便
局

で
受
領
後
そ
の
封
筒
に
入
れ
て
返
送
で

き
ま
す
。

「
公
的
年
金
申
立
書
」
が
送
付
さ
れ
て
き

た
人
は
、
必
ず

一
緒
に
同
封
し
て
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
ほ
か
の
公
的
年
金
(
恩
給
な

ど
)
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
人
は
、

そ
の
公
的
年
金
証
書
お
よ
び
額
改
訂
通

知
書
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
届
け
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

証
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と
日
月
か
ら

あなたの口座から自動的に引き落とされ

る便利な口座振替をおすすめします。

納め忘れがなく、納期ごとに納めに行く

手聞がはぶけます。

「口座振替{衣頼書・自動払込利用申込書」

に記入し、金融機関の窓口へ直接提出して

くださ~ )0 

子続きに必要なものは、保険税の納付書、

預貯金通帳、届出の印かんです。

今月は、 5月にかかった医療費をお知ら

せします。

ご不明な点は、保険年金課保険係までお

問い合わせくださPo

提提意なるをの
出出くいと受支
先期だ場、け払
間さ会年てが
間 いが令い拝
い 8 0 ある;な瓦
合月 り返がま
わ 9 ま還らす
せ日 すしそし
佳) のなの
侵 i で日届ほ

ー 思23 十れけか
第9回大村市国民年金写真コンァスト入選守日 分ば出の
「おばあちゃんの宝物」岩本敏江さん 口譲住) ごなを年

(杭出津3丁目)の作口口 注ら怠金

税に関する作文・標語をぽしゅう

/弓三九 次代をになう生徒の皆さんに、税につ

νベ正A いて興味をもってもらおうと、高校生
~\ から税に関する作文を、中学生から
J行妄札 税に関する作文および標語を募集し

ベモ丈夫¥てpます。皆さんふるってご応、

設が、募ください。
々τ~\し日
\~~へ1
Tぬ5;--1"

i国民年金作文コンクール
~中学生の皆さんの作文をまってます~

これからの高齢社会をにない、公的年金制度を支える世

代となる中学生の皆さんに、年金への関心を持ち、日常生

活のなかで親子のふれあいをとおして年金をより身近なも

のとしてもらうために実施されます。

中学生の皆さんふるってご応募ください。

中学生

400字詰原稿用紙3枚以内
各中学校で取りまとめ、優秀作品7点以内を

諌早社会保険事務所へ送付してください。

9月18日(水)

諌早社会保険事務所 (H⑧ 16 6 5) 

※入選者には賞状および記念品、応募者全員

には参加賞があります。

14 

応募資格

枚数

応募方法

締め切り

聞い合わせ

高校生の作文 中学生の作文 中学生の標語

高校生であれ
中学生であればどなたでも

応募資格 ばどなたでも
応募できます。

応募できます。

テーマ
税について、日ごろ考えている

税について
ことや意見など何でも結構です。

l人 l編と 1人l編とし、 l人何編でもよ
し、 3，000字以 400字づめ原稿 く、特に制限は

応募点数 内 用紙3枚以内 ありません
および字数

(標題、住所、氏名、学校名とその所在地、
学年、性別を明記してくださp)

提出方法
所属の学校を経て、諌早税務署総務課に

提出してください。

応募期限 9月9日(月)

表 彰 優秀作品には、賞状と記念品を贈呈します。

諌早税務署総務課 (H⑫ 13 7 0) 問い合わせ



わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
税

@

/
|

「
わ
た
し
た
ち
が
、
納
め
た
税
金
は
ど
の
よ
う
に

2
一

ー

第

使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」

|

私たちの税金は、道
路事業にも役立って
います。工事が進ん
でいる杭出津松原線
(寿古工区)

平成8年8月号

わ
た
し
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
し

て
い
く
た
め
に
は
、
警
察
、
消
防
、

教
育

・
道
路

・
水
道
な
ど
、
わ
た
し

た
ち
個
人
や
民
間
の
団
体
の
活
動
だ

け
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
が
必
要
で

す
。
国
や
地
方
公
共
団
体
(
県
や
市

町
村
)
で
は
、
こ
の
た
め
に
社
会
保

障
や
教
育
の
充
実
、
道
路
や
公
園
の

整
備
、
病
院
事
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
活
動
す
る
た
め
に
は
、
た
く
さ

ん
の
資
金
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
主

要
な
財
源
は
わ
た
し
た
ち
の
税
金
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
は
、
義
務
と
し
て
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
税
金
の
し
く

み
や
使
い
み
ち
に
つ
い
て
も
知
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
平
成
8
年
度
の
国
と
大

村
市
の
当
初
の
予
算
を
下
の
表
で
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

表
の
よ
う
に
、
国
の
予
算
の
約

侃
%
、
大
村
市
の
予
算
の
約
お
%

(
国
や
県
の
交
付
金
な
ど
を
含
め
る

と
約
臼
%
)
が
わ
た
し
た
ち
の
税
金

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

広報おおむら

国
の
総
収
入
(
歳
入
)

花
兆
1
、
0
4
9
億
円

大
村
市
の
収
入
(
歳
入
)

3
1
6
億
3
、
5
0
0
万
円

所 f等 税 19兆3，380{)昔、円

法 人 税 13兆5，480億円

その他の直接税 2兆7，280億円

t商 費 税 5兆9，480億円

酒 税 2兆1，110億円

その他の間接税 7兆6，720億円

公 債 21兆0，290億円

税 外 収 入 2~包 7 ， 3091意 円

メ口入 計 75~包 1 ， 049f意 円

税 82f意7，738万円

地方交付税 59億5，000万円

地方譲与税 6億0，000万円

国 ・県支 出 金 44億7，067万円

各種交 付 金 31)曹、8，558万円

市 {責 59億2，620万円

そ の 他 60億2，517万円

メ口入 計 316億3，500万円

国
の
総
支
出
(
歳
出
)

市
兆

1
、
0
4
9
億
円

大
村
市
の
支
出
(
歳
出
)

3
1
6
億
3
、
5
0
0
万
円

社会保障関係費 1 4~包 2 ， 879イ意 円

地方交付税 ・交付金 1 3~包 6 ， 038 億; 円

公共事業関係費 8~ls4 ， 899f意 円

文教及び科学振興費 6~包 2 ， 270f意 円

防衛関係費 4~包 8 ， 4551意 円

恩給関係費 u包6，5901j意円
経済協力費 1兆0，715億円

国 債 費 1 6~包 3 ， 7521意 円

そ の イ也 8兆5，451億円

メ口入 計 75~包 1 ， 049億;円

土 木 費 86億5，115万円

民 生 費 60億5，776万円

教 育 費 35億0，221万円
F&thF心Hち、 務 費 33億3，969万円

公 債 費 28億6，649万円

偉j 生 費 27億0，119万円

農林水産費 19億5，486万円

商 工 費 14億8，937万円

議 dzbz 、 費 3億1，176万円

そ の 他 7億5，752万円

i口k 計 316億3，500万円

平
成
5
年
度
に
使
わ
れ
た
公
立
学

校
の
児
童
・
生
徒

1
人
あ
た
り
の

国
・
県
・
市
町
村
の
年
間
教
育
費
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
ま
す
。

71万5，000円

円nu
 
n
u
 
n
u
 
q
u
 
万GU
 

づ
/*
義
務
教
育
の
費
用
は
、

小
・

中
学

校
9
年
間
で

1
人
約

6
6
7
万
円

で
す
。

校舎の修|実験器具|新しい
教科書|理やいす|ゃけんび|学校の

など |鏡など |建設

仁コ都道府県 圃圃市町村

場の校学中の立公合室ロの担負の費一
%

〆

ヨ

曹同
附

助

教
一
日

目

こ
の
ほ
か
に
も
医
療
費
の
負
担
や

年
金
の
支
払
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
で
、
わ
た
し
た
ち
の
納
め
た
税

金
が
役
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

次
回
は
、

「大
村
市
の
税
収
と
予

算
の
支
出
に
つ
い
て
」

を
掲
載
予
定

で
す
。

小学生

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー

中学生

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
で
楽
し
い

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

政
治
を
り

っ
ぱ
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
き
れ
い
な
政
治
が

行
わ
れ
る
に
は
、
明
る
い
選
挙
が
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

心
身
と
も
に
清
く
正
し
い
児
童
、

生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
明
る
い
選
挙
を

お
し
す
す
め
る
う
え
に
役
立
つ
ポ
ス

タ
ー
を
か
い
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
。

じコ 国

応
募
規
定
・
内
容
H
明
る
い
選
挙
を

お
し
す
す
め
る
も
の

対
象
H
小
学

校
児
童
、
中
学
校

・
高
校
の
生
徒

締
め
切
り
・
提
出
先

H
9
月
6
日
悩

ま
で
に
、
各
学
校
か
市
選
挙
管
理
委

員
会
へ
※
用
紙
は
四
つ
切
り
の
画

用
紙
で
、
画
材
は
自
由
で
す
。
※
出

品
者
に
は
、
全
員
参
加
賞
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
H
各
学
校

か
市
選
挙
管
理
委
員
会
ヘ
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福
祉
入
門
ふ
れ
あ
い
教
室

受
講
者

今
回
の
ふ
れ
あ
い
教
室
は
、
車
い

す
体
験
、
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、
暮
ら

し
ゃ
す
い
住
居
の
工
夫
に
つ
い
て
、

そ
の
ほ
か
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。福
祉
に
関
心
が
あ
る
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
興
昧
が
あ
る
、
将
来
福

祉
の
仕
事
に
つ
き
た
い
人
た
ち
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
H
8
月
お
日
倒
、
午
前
日
時
加

分
か
ら
午
後
4
時
ま
で
場
所
H

福

祉
セ
ン
タ
ー
定
員
H

的

人

昼

食

代
H
5
0
0
円
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
H

電
話
ま
た
は
、
は
が
き
で

市
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ
(
西
三
城
町
8

8
@
1
3
5
1
)
 

初
。
者
英
会
話
教
室

受
講
資
格
H
市
内
に
勤
務
お
よ
び
居

住
す
る
勤
労
青
少
年
(
日
歳
j
初
歳

未
満
)
受
講
料
H

無
料
(
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
別
途
)
期
間
H
9
月
ロ

日
同
j
平
成
9
年
3
月

午

後

7
時

初
分
か
ら
8
時
紛
分
定
員

H
m人

(
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限
H
8
月
初
日
側

申
込
方

法
H

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
勤
務
先
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

場
所
・
問
い
合
わ
せ
H

勤
労
青
少
年

ホ
l
ム
(
西
三
城
町

8
8
@
1
3

5
3
)
 

「
親
子
一
日
電
気
教
室
」

発
電
所
と
波
戸
岬
を
訪
れ
ま
す

日
時
1
8
月
8
日
側
、
午
前
9
時
出

発
j
午
後
5
時
帰
着
予
定
※
午
前

8
時
必
分
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。

定
員

H
m人
(
先
着
順
)
費

用
H

無
料
※
弁
当
は
各
自
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
海
中
展
望
塔
を
見
学
さ

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

t1 中公 2 3 K 15，200 

1種 久原第二 2 3DK 21，200・23，800

城 2 3DK 25，200 

旭 l 2 K 6，500 

池 田 1 3 K 9，200 

2種 常 盤 1 3 K 13，500 

久原第二 l 3DK 16，500 

中 央 2LDK 27，000 

市営住宅入居者

※2種の旭アパートと池田アパートは

単身世帯入居可能住宅ですO

申込期限 8月12日(月)

抽選日 8月20日(火)、午前10時30分~

入居日 9月1日(日)

申し込み・問い合わせ 建築課

れ
る
人
は
、
大
人

5
0
0
円
、
子
ど

も
2
5
0
円
申
込
期
限
H
8
月
6

日
側

集
合
(
解
散
)
場
所
・
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
H

九
州
電
力
船

大
村
営
業
所
(
宮
②

2
1
7
1
)

第
引
回

県
展
作
口
問

会
場
・
会
期
H

・
長
崎
会
場
(
県
立

美
術
博
物
館
)
9
月
6
日
刷
l
m
日

間
、
四
日
同
j

m
日
間
・
佐
世
保

会
場
(
佐
世
保
市
島
瀬
美
術
セ
ン
タ

ー
)
日
月
3
日
同
i
n
日

間

・

諌

早
会
場
(
諌
早
文
化
会
館
)
日
月
四

日
目
l
U
日
間

部
門
H

日
本
画
・

洋
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・
写
真
・

書
・
彫
刻
資
格
H

昭
和
団
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
県
内

に
居
住
す
る
人
、
ま
た
は
本
県
居
住

者
を
両
親
と
す
る
学
生
出
品
点
数

H

自
作
未
発
表
の
も
の
で

1
人
1
点

出
品
料
H
一
般
3
、
0
0
0
円
、
高

校
生

1
、
5
0
0
円
出
品
申
込
H

8
月
1
日
附
i
m
日
出

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
H

県
展
事
務
局
(
長

崎
市
立
山
町
8
0
9
5
8
@
6
3
4

1
)
※
実
施
要
綱
は
市
文
化
課
、
コ

ミ
セ
ン
、
中
地
区
公
民
館
、
画
材
屈

に
あ
り
ま
す
。

通
関
士
誌
験

通
関
士
と
は
、
外
国
貿
易
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
専
門
家
で
あ
り
、

輸
出
入
貨
物
の
通
関
手
続
き
を
代

理
、
代
行
す
る
「
通
関
と
関
税
」
の

プ
ロ
で
す
。

日
時
H

同
月
初
日
間
受
付
期
間
H

8
月
1
日
同
か
ら
日
日
同
ま
で
問

い
合
わ
せ
H

最
寄
り
の
税
関
官
署
ま

た
は
、
長
崎
税
関
通
関
業
監
督
官

(
8
0
9
5
8⑫
8
6
2
8
)
 

場
働
時
間
短
縮
の
お
手
伝
い

平
成
9
年
4
月
か
ら
、
労
働
者
を

雇
用
し
て
い
る
事
業
場

(
9
人
以
下

の
小
売
業
な
ど
の
特
例
業
種
を
除

く
)
に
週
刊
時
間
労
働
制
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

島8月1日は水
8 月 1~7 日は7

労
働
基
準
局
お
よ
び
監
督
署
で

は
、
企
業
が
早
め
に
時
短
に
取
り
組

み
、
週
却
時
間
制
を
達
成
さ
れ
る
よ

う
、
次
の
よ
う
な
支
援
事
業
を
準
備

し
、
指
導
・
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
時
短
診
断
サ
ー
ビ
ス
②
時
短
相
談

所
③
時
短
特
別
奨
励
金
問
い
合
わ

せ
H
長
崎
労
働
基
準
局

(
8
0
9
5

8
⑮
6
3
5
7
)
、
諌
早
労
働
基
準

監
督
署
(
包
⑮
3
3
1
0
)

16-

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
認
験
案
内

試
験 8
の年
種度
類下
で期
す(
10 
月

3 
月

の

-
特
級
・

一
級
・
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

・
特
別
・
普
通
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士

・
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士

-
ク
レ
ー
ン
運
転
士

・
揚
貨
装
置
運
転
士

・
発
破
技
士

-
ガ
ス
溶
接
作
業
主
任
者

・
林
業
架
線
作
業
主
任
者

-
第
一
種
・
二
種
衛
生
管
理
者

-
エ
ッ
ク
ス
線
・
ガ
ン
マ
線
作
業
主
任
者

・
潜
水
士

試
験
日
程
・
受
付
期
間

(
2
か
月
前

か
ら
受
付
)
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

(
2

0
9
4
2
⑬

3
3
8
1
)
か
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。



国
家
公
務
員
採
用
誌
験

H
高
校
卒
業
程
度
H

O
刑
務
官
(
男
子
女
子
)

資
格
日
昭
和
必
年
4
月
2
日
l
u
d
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

。
入
国
警
備
官
、
皇
宮
護
衛
官

資
格
H

昭
和
必
年

4
月
2
日
i
u
A年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

。
航
空
保
安
大
学
校
生
(
管
制

情
報
電
子
)

資
格
H
昭
和
日
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
で
、
高
校
・
高
専
を
卒
業
(
見

込
み
)
の
人

受
付
期
間
U

い
ず
れ
も

8
月
四
日
間

1
9
月
2
日
月

。
気
象
大
学
校
生

資
格
H
昭
和
日
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
で
、
高
校
・
高
専
を
卒
業
(
見

込
み
)
の
人

受
付
期
間

H
8月
mm
日
嗣
1
9
月
日

日
例
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H

人
事
院
九
州
事
務
局
(
包

0
9
2
・

4
3
1
・
7
7
3
3
)

平成8年8月号

印鑑登録証の

ケースを配布

印鑑登録をしたとき、または

印鑑登録証明書の交付を申請し

たときに配布します。

また、登録者で希望される人

にも配布しますので、市民課窓

口または各出張所で申し出てく

ださい。

配布枚数は、登録者1人につ

き1枚です。

広報おおむら

H
大
学
卒
業
程
度
H

O
航
空
管
制
官

資
格
リ
①
昭
和
必
年
4
月
2
日
j

m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
②
昭
和
日

年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
例
短
大

ま
た
は
高
専
を
卒
業
(
見
込
み
)
の

人
川
人
事
院
が
例
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人
申
込
期
間
H

8
月
凶
日
間
i
9月
2
日

間

申

し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
U
人
事
院
九
州

事
務
局

(
8
0
9
2
・
4
3
1
・
7

7
3
3
)
 

警
察
官

B
採
用
誌
験
案
内

試
験
区
分

1
警
察
官

B

受
付
期

間

H
8
月
四
日
間
j

9
月
6
日
働

試
験
日

H
m
月

6
日

町

受

験

資

格
H
昭
和
但
年
4
月
2
日
l
昭
和
弘

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

で
警
察
官
A

(大
学
卒
)
の
受
験
資

格
該
当
者
以
外
の
人
問
い
合
わ

せ
H

最
寄
り
の
警
察
署

愛護霊堂 鶏媛

*H汁i

海
上
保
安
大
学
校

海
上
保
安
学
校
生

。
海
上
保
安
大
学
校
生

受
付
期
間
1
8
月
mm
日
同
j

9
月
刊

日

ω
資
格
H
昭
和
日
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
人
、
大
学
入
学
資
格
検
定

に
合
格
し
た
者
お
よ
び
平
成
9
年
3

月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み

の
人
。
海
上
保
安
学
校
生

受
付
期
間

H
8月
四
日
間
i
9月
2

日

間

資

格
H

昭
和
総
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
人
、
大
学
入
学
資
格
検
定

に
合
格
し
た
者
お
よ
び
平
成
9
年
3

月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み

の
人
問
い
合
わ
せ

1
佐
世
保
海
上

保
安
部

(
8
0
9
5
6⑧
4
8
4
2
)

桜
の
苗
木
無
料
配
布

「桜
の
ま
ち
お
お
む
ら
」
を
、

広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
市
内

全
域
を
対
象
に
桜
の
植
樹
を
推
進

す
る
も
の
で
、
今
回
希
望
者
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

配
布
対
象
者
H

企
業
、
町
内
会
、

個
人
な
ど

申
込
期
間

1
8
月
1
日
か
ら
日
月

日
日
ま
で

配
布
時
期
H

ロ
月
初
旬
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
苗

5
0
0
本
程
度

桜
の
植
付
お
よ
び
管
理
に
つ
い

て
は
各
々
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
申
込
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
と
し
、
次
年
度
以
降
も
継

8
月
は

「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」

「
道
の
日
」

11 

8 
月
10 
日
は

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
H
8月
刊
日
目
、
午
後
1
時
1

3
時

場

所

H
親
和
銀
行
大
村
支
届

前
広
場

催
し
リ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(
大
道
芸

人
)
、
道
の
パ
ネ
ル
展
、
道
路
ク
イ

ズ
、
金
魚
す
く
い
(
無
料
)
、
ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
(
無
料
)
※
市
民
会
館

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

で
す
H

大
道
芸
人

ベ
ピ
ザ
ク
ラ
ウ
ン
さ
ん

計申続
画しし
課込て
公み配
園・布
緑間す
I也し、る
係合計
わ画¥
せ守二市
11 す
者fJ 0 

市 一 ρ

空港周辺の高さ制限

航空機が安全に離着陸するために、飛行場周辺の

一定の空間を障害物が無い状態にしておく必要があ

ります。その空間の表面を制限表面といい、その制

限表面の上に出る建物の設置やクレーン作業などは

航空法で禁止されています。空港に近L刈まど制限表

面が低くなっていますので、住宅地域と空港が接近

している旧大村空港周辺での住宅などの建築やクレ

ーン作業をするときは、特に注意が必要です。

詳しくは、長崎空港事務所まで(包⑮61 5 1) 
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大
村
少
年
合
唱
固

定
期
演
奏
会

曲
目
リ
レ
パ
ー
ト
リ
ー
か
ら
・
日

本
の
あ
そ
び
歌
・
合
唱
組
曲

「星

の
絵
本
」
ほ
か

入
場
料
H
5
0
0

円

問

い

合

わ

せ
H

市
コ
ミ
セ

ン

(包

@
3
1
6
1
)
ま
た
は
森
幸
代

(岱
⑧

4
8
8
4
)

歯
の
健
康優
良
コ
ン
テ
ス
ト

。
健
康
優
良
高
齢
者

募
集
対
象
H

大
村
保
健
所
管
内
に
居

住
す
る

4
月
1
日
現
在
、
満
別
歳
以

上
(
大
正
5
年
4
月
1
日
以
前
生
ま

れ
)
で
、
機
能
す
る
歯
を
却
本
以
上

有
し
、
か
つ
、
口
腔
衛
生
状
況
の
優

A 

日
時
H
9
月
1
日
間
、
午
後
2
時
開

演

場
所
H

市
民
会
館
大
ホ

l
ル

省国4あさる寄金布団胡固さ)~.求~r&ム
現代の出島をめきして!

空港を核とした地域の発展-

日 時 9月4日(水)午後零時30分~

会 場 市民会館

主催者 全国ふるさと市町村圏協議会ほか

基調講演 講師神近義邦氏 (ハウステンポス社長)

演題…「地域間交流と地域振興について」

※入場は無料ですので、多くの皆様のご来場をお待ち

しています。

※当日は物産展も開かれます。

問い合わせ 企画調整課

れ
て
い
る
人
募
集
方
法
H

歯
科
医

院
、
保
健
所
な
ど
の
推
薦
お
よ
び
自

薦
に
よ
り
ま
す
。

O
健
康
優
良
児

募
集
対
象
H

大
村
保
健
所
管
内
に
居

住
す
る

5
歳
児
(
平
成
3
年
4
月
2

日
j
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
児
)
お
よ
び
そ
の
保
護
者

応
募

方
法
H

保
育
所
(
園
)
お
よ
び
幼
稚

園
な
ど
に
通
所
(
園
)
さ
れ
て
い
る

児
は
所
(
園
)
の
嘱
託
歯
科
医
師
の

推
薦
に
よ
り
ま
す
。

募
集
締
切
H

9
月
初
日
間

※
詳
し
く
は
大
村
保
健
所
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
の
お
願
い

労
働
省
で
は
、
本
年
7

月
白
日
現
在
で
、
常
用
労

働
者
1
人
か
ら

4
人
を
雇

用
す
る
事
業
所
を
対
象

に
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
を
実
施
し
ま

す
。こ
の
調
査
は
、
小
規
模

事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、

労
働
時
間
お
よ
び
雇
用
の

動
き
を
都
道
府
県
別
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
重
要
な
調
査
で

す
。調
査
対
象
と
な
る
事
業

所
に
は
、
8
月
上
旬
か
ら

統
計
調
査
員
が
お
訪
ね
し

ま
す
。
調
査
し
た
内
容
は

秘
密
が
守
ら
れ
、
統
計
以

外
の
目
的
に
は

一
切
使
わ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
H

県
統
計
課

(
8
0
9
5
8
⑫

1
1
1
 

1
)
 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

l
等
6
、
0
0
0
万
円
、
前
後
賞

と
合
わ
せ
て

1
億
3
、
0
0
0
万
円
。

別
名

「市
町
村
振
興
宝
く
じ
」
と

も
い
わ
れ
、
こ
の
収
益
は
市
町
村
の

明
る
く
住
み
良
い
街
m

つ
く
り
に
使
わ

観光週間

「
観
光
」
は
生
活
に
ゆ
と
り
を
与
え
る
大

切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

余
暇
を
利
用
し
て
、
お
お
い
に

「観
光
」

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

気
持
ち
の
い

い

「
観
光
」
を
楽
し
む
た
め

に
お
互
い
観
光
地
の
美
化
、
保
護
に
努
め

ま小し
ょ
w

つ
!

8月1日--7日「
過
労
死
」

な
ど
に
つ
い
て
の
栴
談
は

長
崎
か
ら
の
国
際
路
線
利
用
を

心

川

川

H
国
際
交
流
事
業
に
対
す
る
助
成
金
H

了

μ

〆
い
…u

ι
町

長

界世

今
、
「
過
労
死
」
が
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

医
師
な
ど
の
専
門
家
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
、
「
過
労
死
」
な
ど
に
関

し
て
、
幅
広
い
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
人
以
上
の
団
体
が
国
際
交
流
活

動
や
研
修
の
た
め
、
長
崎
j
ソ
ウ

ル
・
上
海
の
両
航
空
路
お
よ
び
長

崎
・
上
海
航
路
を
利
用
し
た
と
き
、

経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
県
交
通
政
策
課

(
8
0
9
5

8
⑫

2
3
4
7
)
 

れ
ま
す
。

発
売
は
8
月
初
日

ωか
ら

※
宝
く
じ
は
、
県
内
で
買
い
ま
し
ょ

切っ
。

18 

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
日
時
H

毎
月
第
2
月
曜
日
、
午
前
日

時
j
午
後
4
時

実
施
場
所
H

長
崎

労
災
年
金
相
談
室

(
8
0
9
5

8
@
4
9
8
7
)
 

宇一航空路
ーー航路



周
一
れ
が
併

夏
越
ま
つ
り

旧
楠
本
正
隆
屋
敷
は
、
市

桁
丸

内
は
も
と
よ
り
県
内
に
お
い

主
』

=
て
も
貴
重
な
武
家
屋
敷
の
建

巨
姐

す
物
で
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い

海
窪

ま

ま

す

。

正

刊一
本

棚

士山田

が

4
b
a

ι
F
 

旧
民町入

山

佳

料

有

無
日

民

島

市
画

=

企

平成8年8月号広報おおむら

.宵まつり(花火大会)
8月1日 (木)午後8時30分ごろから約1時間
(大村ボート場周辺)

.本まつり
8月2日(金)"-' 3日 (土)

(大村駅前周辺)

-今回は特に『夏越撒~n山笠J に力をいれています。

ほかにも多彩なイベントを計画しています。

午後4時"-'1 0時

※会場へは、公共交通機関をご利用くださ p。

※車でおこしの方は、市役所・農協本所の駐車場を利

用し、無料送迎パスをご利用くださ p。

(無料送迎パス運行予定時間 午後6時-11時)

※本まつり会場周辺は、(8月2日-3日)午後4時

-11時まで交通規制が行われます。

ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

夏
休
み
期
間
に
は
、
屋
敷

内
の
展
示
室
に
お
い
て
、
楠

本
正
隆
の
甥
で
こ
の
屋
敷
の

主
で
あ
っ
た
、
大
村
町
時
代

の
町
長
を
務
め
た
人
物
「
楠

本
小
二
郎
」
に
関
わ
る
資
料

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
無
料
入
場
の
期
間
を
設

け
て
い
ま
す
。
下
記
の
無
料

入
場
券
を
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
U

午
前

9
時
j
午

後
5
時

休

館

日

H

月
曜
日

入
場
料
U

大
人

1
0
0
円

子
ど
も
印
円

企
画
展
示
日
楠
本
小
二
郎
展

期
間

U
8
月
6
日
ω
1
9
月

1
日
間
「
大
村
町
道
路
計
画

草
案
」
「
大
村
町
風
景
写
真
」

「小
二
郎
使
用
の
馬
具
」
な

ど
問
い
合
わ
せ
H

文
化
課

一一一一一一一一一一一一一一きりとり一一一一一一一一一一一一一一一寸

」

市民無料入場券

旧楠本正隆屋敷
この券1枚で市民の方なら家族

5人まで入場できます。

期間 8月10日(火)"'31日出〉
月曜休館 (H@ 9 8 8 5 ) 

大村夏越まつり協賛会(包② 25 8 0) 問い合わせ

~19~ 

写
真
で
見
る
大
村
の
歴
史

ω

「
大
村
武
純
男
爵
葬
列
」

(
昭
和
5
年
)

v 

大
村
武
純
男
爵
は
、
大
村
家
分
家

の
当
主
と
し
て
梶
山
御
殿
(
県
教
育

セ
ン
タ
ー
横
)
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

写
真
は
、
葬
列
が
当
時
の
大
村
の
中

心
街
で
あ
っ
た
鶴
亀
橋
を
通
る
と
こ

ろ
で
、
桔
の
後
ろ
に
は
、
大
村
純
英

伯
爵
、
大
村
純
毅
氏
(
昭
和
U
1
6

年
大
村
市
長
)
の
姿
も
見
え
ま
す
。

大
村
市
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
の
大

村
の
暮
ら
し
ゃ
風
景
を
霧
島
騒
臨
藤
欝
難
し
て
い
ま
す
。
お
手
も

と
に
古
い
写
真
を
お
持
…
識
調
舗
調
轡

ぎ
一
報
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
文
化
課
(
宮
@
4
1
1
1内
線
3
9
6
)

1 

"'" 

A

「
楠
本
正
隆
ブ
ロ
マ
イ
ド
」

(
明
治
初
年
代
?

写
真
の
裏
に
は
「
大
日
本
東
京
浅

草
公
園
早
取
写
真
師
江
崎
礼
二

製
」
と
あ
り
正
隆
が
当
時
東
京
の
著

名
人
の

一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。
年
格
好
か
ら
し
て
、
彼

が
衆
議
院
議
長
を
務
め
て
い
た
前
後

(
明
治
お
l
m
年
ご
ろ
)
か
と
思
わ

れ
ま
す
。



電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

H
8月
初
日

ω、
午
後

1
時
加

分

場

所

H
市
役
所
第

3
会
議
室

公
売
方
法
H

一
般
競
争
入
札
代
金

納
付
期
限
H
即

納

持

参

す

る

も

の
H
印
か
ん
、
代
理
人
の
場
合
は
委

任

状

公

売

台

数

H
若

干

問

い

合

わ
せ
H
税

務

課

収

納

係

※

N
T
T

の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な
い
場
合

は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に
完
納
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中

止
し
ま
す
。

新
米
ま
つ
り

日
時

H
8月
白
日
出
、
午
前
日
時

l

午
後

4
時

場

所

H
長

崎

市

内

容

H
新
米
配
布
・
米
に
関
す
る
展

示
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
問
い

合
わ
せ
H
県
農
産
園
芸
課

(
8
0
9

5
8
⑫

1
1
1
1
)
 

耳
と
こ
と
ば
の
相
談

耳
で
お
困
り
の
人
、
こ
と
ば
で
お

困
り
の
人
、
専
門
の
先
生
方
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時

H
8月
日
日
出
、
午
後

1
時
j

3
時

場

所

H
福

祉

セ

ン

タ

ー

費

用
H
無

料

問

い

合

わ

せ

H
福
祉
課

建
設
作
業
で
働
く
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か

同
姐
白
凶
器
週
間
叫
曾
ぬ
溺
胡
臼
ω

こ
の
制
度
は
、
現
場
で
働
く
人
た

ち
の
た
め
に
、
建
設
業
の
労
働
福
祉

対
策
の

一
環
と
し
て
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
創
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。

一
般
の
退
職
金
制
度
と
は
異
な
り

建
設
業
界
で
働
く
限
り
、
事
業
所
を

変
わ
っ
て
も
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ

就
労
し
た
期
間
全
部
を
、
通
算
し
て

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
業
界
退
職

金
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
建
退
共
長
崎
支
部

(
8
0
9
5
8
⑧

2
2
8
5
)
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

行
方
不
明
者
を
お
き
が
し
の
人
へ

8
月
は
「
行
方
不
明
者
捜
査
強

化
月
間
」
で
す
。

家
庭
や
お
知
り
合
い
の
人
で

女
自
殺
す
る
と
言
い
残
し
て
家
出

を
し
た
女
病
気
な
ど
悩
み
を
も

っ

た

ま

ま

家

出

し

た

女

就

職

先
、
旅
先
な
ど
か
ら
理
由
も
な
く
、

行
方
不
明
に
な
っ
た
女
犯
罪
の

被
害
者
に
な
っ
て
い
る
お
そ
れ
の

あ
る
な
ど
、
ご
心
配
の
人
は
最
寄

り
の
警
察
の
相
談
室
へ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
大
村
警
察
署
刑
事
課
鑑

識
係
(
包
⑭

0
1
1
0
)

10:00-11: 00 

14:00-15:00 

-うらしまたろう(アニメ12分)
・えすがたにょうぼう(アニメ12分)
・-休さん(アニメ12分)
・かみながひめ(アニメ12分)

|山日 ||中地区公民館
(土) I 

・かいだん-ほういちものがたり(アニメ25分)
・もくりゅううるち(アニメ20分)
・ありときりぎりす(アニメ12分)

10:00-11: 00 

わくわくドキドキ!!科学であそぼう

科学実験教室
図書館から

対象

募集人員

受講料

申込受付

一 20-

8月22日(木)
午前9時30分から正午まで

市立図書館

ペッ トボトルロケット作りと打ち上

げ、スライム作り

福田尚武先生ほか

大村理科サークルの会員

小学5・6年生
40人

無料(ただし、教材費として100円

集めます)

名前、住所、電話番号、学校名、学

年を電話または直接図書館に来て申

し込んでくださt)0 

8月10日(土)から

※定員になりしだい締め切ります。

市立図書館 (H@2457)

主催:市立図書館・中央公民館

時

所
円相

合

師

日

場

内

5着

新着図書のご案内
ひとは[死jをいかに生きるか。

病は人間の同伴者であり、老いも

自然のリズムとして受け止める O

千年単位の大世紀末を迎えたいま、

衝撃の体験的・反健康論のすすめ。

ュユ三完全句

好
『こころ・と・からだJ
五木寛之著

申込方法

申込先

〈一 般 書〉うずま舗のみつけ枇(村上春闘)/両足
をなくして(葱下彰治朗著)/千利休(童門冬二著)/嫌われた子供

(ヤーン・ミュルダー)1--著)/かくも短き眠り(船戸与一著)/官僚の

大罪(ピル・エモット著)/安楽死 (NHK人体プロジェクト編著)/
スニーカーズ(落合恵子著)/読むクスリ25(上前淳一郎著)/蒼ざめ

た街(藤田宜永著)/日本の水はよみがえるか(宇井純著)/胸の香り

(宮本輝著)/禁じられた敵討(中村彰彦著)/赫実(かくえき)たる

彼方(柘植久慶著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。

どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館(包(2457)



回
動
物
愛
護
ス
ナ
ッ
プ

恥

コ
ン
テ
ス
ト

テ
ー
マ
l
動
物
愛
護
『
犬
』

サ
イ

ズ
日
は
が
き
大
ま
で
(
カ
ラ

l
・
白

黒
)
応
募
資
格
リ
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

締
切
H
8
月
お
日

間
(
当
日
消
印
有
効
)
展
示
日
9

月

お

日

制

大

村

浜

屋

子

犬

の

里

親
さ
が
し
の
会
場
発
表
1
9
月
上

旬
に
入
選
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

主

催
リ
長
崎
県
獣
医
師
会
大
村
支
部

詳
し
く
は
、
大
村
保
健
所
(
包
@

2
1
9
3
)

ヘ

zd犬
の
里
親
さ
が
し

日
時
H
9
月
お
日
側
、
午
前
日
時
初

分
1
日
時
場
所
リ
船
大
村
浜
屋
屋

上
生
後
3
か
月
以
内
の
子
犬
を
あ

げ
た
い
人
、
欲
し
い
人
に
集
ま
っ
て

平成8年8月号

l 大村寄席aついに実現fI
日

場

料

8月14日(水)
午後6時~
大村市民会館

3，000円

総合司会

内海好江師匠

広報おおむら

時

所

金

い
た
だ
き
、
抽
選
の
上
、
里
親
に
な

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

大
村
保
健
所
(
宮
⑮
2
1
9
3
)
へ

女
性
参
政
権
行
使
切
周
年

記
念
フ
方

l
ラ
ム

日
時
H
8
月
お
日
冊
、
午
後

l
時

1

4
時
加
分
会
場
日
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
J

R
全
日
空
ホ
テ
ル
内
容

u
-

基
調
講
演
「
人
生
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

内海好江師匠の「ぜひ、大村寄

席を開きたいJと聞いた地元有志

の方の、熱心な頼み込みにより実

現したものです。

寄席を楽しみましょう。

松づくし・パントマイム・

民謡・マジック・落語など

カンジヤマ・マイム、林家

木久蔵、永六輔ほか

し

出演予定者

(敬称略)

催

県亨ン

間ア
し14講
ZU町
??主z三T
b 催 ヤ
Z三 ICE

教 11 1 
育長ミ
課崎ン

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

消
防
法
に
基
づ
く
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。
講
習
義
務
の
あ
る
危
険
物

取
扱
者
は
、
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
U
大
村
消
防
署
予
防
班

(岱

@

4
1
3
8
)

防
火
管
理
者
講
習
会

消
防
法
に
基
づ
き
、
防
火
管
理
の

資
格
取
得
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
内
容
H
甲
種
期
日
・
場
所
H
9
月

四
日
同
j
m
日
俗
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間
H
8
月
1
日
制
1
9
月
ロ

日
嗣

問
い
合
わ
せ
1
大
村
消
防
署

予
防
班
(
宮
@
4
1
3
8
)

申し込み・問い合わせ

「内海好江師匠をかこむ会」事務局

大村寄席実行委員会 (3@7 4 8 1 ) 

※入場券は市文化課でも取扱っています。

長崎県Uターン希望者

合同企業面談会
県では、 Uターン希望者を対象にして

就職促進を図ることを目的に開催します。

「
国
際
市
民
フ
方

l
ラ
ム

長
崎
鉛
」
の
開
催

期
日
1
8
月
7
日
制
場
所
H
佐
世

保
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
問

い
合
わ
せ
H
県
国
際
課
(
8
0
9
5

8
⑧
1
1
1
1
)
 

ふ
く
し
げ
夏
祭
り

車 10日
場時時

11 

催場 8
し所月
11 11 10 
こ市日
ど農 (土)

間 も協
出 来岡福午
引重後
き支 5
、所時
こ ，~1 ¥ 

長崎会場 佐世保会場

日 時
8月14日 (水) 8月16日(金)
午後1時-4時 午後1時-4時

場 所 セントヒル長崎 ]Aさせぼ会館

参加企業 30社 20社

県職業安定課

(30 9 5 8⑫ 4 9 3 0) 
問い合わせ

ど
も
ラ
ム
ネ
早
飲
み
、
バ
ン
ド
演
奏
、

舞
台
踊
り
、
の
ど
自
慢
、
太
鼓
演
奏

(
大
村
く
じ
ら
太
鼓
)
、
福
引
、
売

屈
・
バ
ザ
ー
な
ど
主
催
H
福
重
商

工
振
興
会
問
い
合
わ
せ
H
森
(
包

⑧
8

6
5

7
)
 

第

4
回

目
・
韓
・
申

ジ
ュ
ニ
ア
交
流
競
妓
会

日
時
日
8
月
お
日
間

-
m
日
閥
、
午

後
5
時

種

目

H

ラ

グ

ビ

ー

場

所
H
放
虎
原
ラ
グ
ビ
ー
場
問
い
合

わ
せ
リ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

大
村
体
操
教
室

対
象
H
市
内
お
よ
び
近
郊
の
小
・
中

学
生
で
、
年
間
を
通
し
て
参
加
で
き

る
人
練
習
日
H
毎
週
水
曜
日
(
午

後
5
時
j
7
時
)
土
曜
日
(
午
後
2

時
j
4
時
)
受
付
H
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

内
容
リ
マ

ッ
ト
・

あ
ん
馬
・
と
び
箱
・
鉄
棒
・
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
・
そ
の
他
会
場
H
大
村
工

業

高

校

体

操

場

(

森

園

町

)

主

催
日
市
体
操
協
会
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
H
大
村
工
業
高
校
(
包

⑫
3
7
7
2
・
伊
奈
)

-21-



初
。
者
テ
ニ
ス
教
室
(
硬
式
)

内
容
H
硬
式
テ
ニ
ス
の
基
本
を
学
び

ま
す
。

期
日

H
9
月

4
日
附

l

(
水
曜
日
を
中
心
に

8
回
)
時
間
H

午
後

7
時

i
9時
場

所

H
市
営
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
受
講
料

H
2
、
0
0

0
円
(
保
険
料
含
む
)
対
象
H
成

人
初
人
程
度
講
師
H
市
テ
ニ
ス
協

会

員

申

込

期

限

H
8
月
初
日
例

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

市
民
水
泳
大
会

学
童
水
泳
記
録
会

期
日

H
9月
1
日
側
、
午
前
8
時
初

分
j

場
所
H
市
民
プ

l
ル

参

加

資
格
H
大
村
市
民
(
小
学

3
年
生
以

上
)
で
切
m
以
上
泳
げ
る
人
主

催

H
市
水
泳
連
盟
申
込
期
限

H
8

月
日
日
嗣
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
H
市
民
プ

l
ル
(
包
⑭

5
8
4
2
)

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者

期
日

H
9
月
8
日
側
、
雨
天
時
中
止

目
的
地
H
虚
空
蔵
山
(
川
棚
町
)

集
合
場
所
・
時
間
H
午
前
8
時
、
市

役
所
前
駐
車
場
携
行
品
H
弁
当
・

水
筒
・
軍
手
・
簡
易
雨
具
な
ど
参

加
費
H
大
人
2
、

0
0
0円
小

人

1
、

5
0
0
円

申
込
期
限

H
8月

お
日
間
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
H
大
村
山
岳
会
(
包
⑧

1
8
5
4

池
野
)

夏
期
市
民
テ
ニ
ス
大
会

(
シ
ン
グ
ル
)

期
日
H

・8月お
日
間
:
・
一
般
男
子

B
・
同
女
子
B

・9月
1
日
間
・
:

一
般
男
子

A
-
同
女
子

A
・
壮
年

・9月
8
日
間
・
:
予
備
日
※
A
お

よ
び
壮
年
は
県
体
予
選
を
兼
ね
ま

す
。

場
所
H
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格
H
市
内
在
住
者
お
よ
び
市

内
勤
務
者
(
高
校
生
は
除
き
ま
す
)

参
加
料

H
2
、

0
0
0
円
(
た
だ
し

協
会
員
1
、

5
0
0
円

)

申

込

期

限

H
8月
比
日
側
、
午
後

7
時
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
市
テ
ニ

ス
協
会
(
包
⑮

7
6
8
6

広
滝
)

第
ゆ
回

市
卓
球
選
手
権

兼
県
体
予
選

日
時

H
9月
8
日
間
、
午
前

9
時

場
所

H
市
民
体
育
館
種
目

H
(
シ

ン
グ
ル
ス
)
中
学
男
子
・
女
子
(
学

年
別
)
、
高
校
男
子
・
女
子
、

一
般

男
子
・
女
子
、
壮
年
男
子
(
お
歳
以

上
)
・
壮
年
女
子
(
初
歳
以
上
)
、

ベ
テ
ラ
ン
男
子
(
日
歳
以
上
)
資

格
H
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
中

の
人
、
※
中
学
男
女
・
高
校
男
女
以

外
は
、
県
体
予
選
を
兼
ね
ま
す
の
で
、

市
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

申
込

期
限

H
8月
お
日
働

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
H
市
卓

球

協

会

(
包

⑧

4
1
1
1
内
線
1
4
4
中
嶋
)

ご
寄
付

l

f

l

j

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
脇
書
也
(
諏
訪
2
丁
目
)
初
万
円

V
尾
上
民
子
(
武
部
町
)

5
万
円

V
川
添
ヒ
ロ
ミ
(
久
原
2
丁
目
)
却

万
円
V
峯
村
ス
ミ
子
(
古
町
2
丁
目
)
2

万

5千
円

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

V
林
熊
作
(
久
原
1
丁
目
)
叩
万
円

V
塚
根
ミ
ヨ
(
黒
木
町
)
5
万
円

V
佐
藤
文
治
(
武
部
町
)
日
万
円

V
二
嶋
末
博
(
西
コ
一
城
町
)
5
万
円

V
松
尾
伴
蔵
(
杭
出
津
2
丁
目
)
日

万
円
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

V
溝
口
末
継
(
向
木
場
)

2
万
円

市
立
病
院
ヘ

V
川
添
ヒ
ロ
ミ

万
円

(
久
原
2
丁
目
)

。
一
般
寄
付

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
弘
済

会

H
3
万
円

市
内
福
祉
保
健
施
設
ヘ

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所
H
緑
樹

な
ど

(
敬
称
略
)

30 

市
立
病
院
へ

V
大
村
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
リ
車

椅
子
5
台

清
和
国
ヘ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
松
尾
謙
・
末
、
永
辰
夫

・
小
下
一

義
)
理
容
奉
仕

V
前
舟
津
老
人
会
(
田
中
勉
ほ
か
)

日
民
踊
・
カ
ラ
オ
ケ

V
三
期
会
(
本
田
和
枝
ほ
か

)
H
長

崎
日
舞
慰
問

V
寺
井
勇
(
小
川
田
町
)
生
花

V
広
井
義
和
(
立
福
寺
町
)
生
花

誌
山
吉
詳
壮
へ

V
永
田
ひ
ろ
子
(
小
路
口
本
町
)
5

万
円
V
コ
一
原
英
子
(
中
岳
町
)
日
万
円

V
飯
野
利
明
(
久
原
1
丁
目
)
花
の

鉢V
東
大
村
小
学
校
U
ま
ご
の
手
・
手

作
り
ペ
ン
ダ
ン
ト
・
演
芸

V
永
淵
屋
リ
ま
ん
じ
ゅ
う

V
小
西
守
(
東
大
村
1
丁
目
)
野
菜

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し
ぼ
り

V
原
生
花
庖
H
花
束

V
諌
早
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ

1
ク
ラ
ブ
リ

演
芸
(
マ
ジ
ッ
ク
)

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原

1
丁
目
)
車

い
す
磨
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
長
崎
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
女

性
部
会
リ
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
)
子
芸
教
室

指
導

(
松
並

1
丁
目
)
生

V
松
永
シ
ズ
エ

花
教
室
指
導

V
辻
み
ち
子

(
松
並

1
丁
目
)
生
花

教
室
指
導

V
西
大
村
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
H
車
い
す
磨
き
・
ふ
れ
あ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

泉
の
里
ヘ

V
登
貴
和
木
会
H

奉
仕

V
寺
井
勇
(
小
川
内
町
)
花

V
大
村
古
賀
島
キ
リ
ス
ト
教
会
奉
仕

グ
ル
ー
プ
リ
慰
問
・
奉
仕

V
須
田
ノ
木
老
春
ク
ラ
ブ
リ
奉
仕
・

タ
オ
ル
・
衣
類
ほ
か

V
川
上
園
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
渡
辺
強
(
原
町
)
5
万
円

V
吉
野
政
成
(
西
大
村
本
町
)
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

う
ぐ
い
す
の
丘
ヘ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
童

謡
・
唱
歌
・
読
み
聞
か
せ
交
流

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し
ぼ
り

V
大
村
歌
謡
ク
ラ
ブ
H
民
踊
・
歌
謡

交
流
大
村
子
供
の
家
ヘ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

l
万
円

大
村
パ

I
ル
ハ
イ
ム
へ

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

大
村
公
園
へ

V
近
代
企
業
研
究
会
(
創
立
初
周
年

記
念
事
業
と
し
て

)
H
照
明
灯
1
基
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平成8年8月号広報おおむら

一i
8月
の
定
例
相
談
日

口
座
掻
替
の
申
し
込
み
は
、
市
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
農
協
、
郵
便
局
へ
。

1OねE リハビリ教室「根気の会J 福祉センター
乳幼児健康相談 竹松出張所 ⑧ 9:30-11:00

13: 30-15: 30 ⑮「講演会」言語訓練 ⑮離乳食教室・小児がん(神経芽)の検査セット渡します

もP成人の健康相談 福祉センター 13: 00-15: 00 19目日 健康よろず相談 (保健婦・栄養士)竹松出張所@40歳以上 ⑮血圧測定 13:30-15:30 @血圧・コレステロール・貧血・
肥満など気になる人、介護面の相談(保健婦看護

4日
当番医 婦による家庭訪問・市訪問リハビリ・リハビリ教
(内・小)中村医院 東本町 fi@2733 室・保健福祉サービスについての相談合む)一人(日) (整) 松永整形外科医院西大村本町宮@5864 暮らしで不安な人など ⑮健康子I1長

5P 一般健康相談 市役所健康相談室 13 :00-16: 00 幼児教室 (お口の健康と食生活)
⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 2伊 市役所第8・9会議室⑧9:30-9:45@平成6年2月一3月生まれ
乳幼児健康相談 福祉センター ⑮母子健康手帳・問診票 ・歯ブラシ・タオル

⑧9:30-11:00 @4か月児(器官TdT歯よ科2る衛4歯生科(神指士経導に芽、の)
⑧13 : 30-15 : 00 @10か月児以上( 妊娠教室(3) 中地区公民館 9:30-13:00 

6ω 日 現在使用中の子供用歯ブラシまたはガーゼが

2p 
⑮母子健康手帳 エプロン

あれば持参ください

1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室
乳幼児健康相談 松原出張所 ⑧ 13:30-15 :00 ⑧13:00-13:30 ⑮⑮は8日(木)と同様
⑮小児がん (神経芽)の検査セ ットを渡します

3歳児健康診査 大村保健所
妊娠教室(1) 中地区公民館 13: 30-16: 00 ⑧ 9:15-9:45 13:00-13:30 
⑮母子健康子I帳 テキスト 「母と子のためにJ @平成5年2月生まれ(平成4年8月一平成5

22偏日
年 1月生まれで、まだ受けていない人も受診し

1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室 てくださpJ

8ω 日
⑧13: 00-13: 30 ⑮平成7年l月生まれ(平成6 ⑮母子健康子帳・問診票
年8月-12月生まれでまだ受けていない人も受診
してくださ Po) リハビリ教室「根気の会j 福祉センター
⑮母子健康手帳、問診票、タオル 13: 30-15 :30 ⑪運動会
母子とも現在使用中の菌ブラシ

2p 成人の健康相談 福祉センター
11(日日) 

当番医 13:00-15:00 @⑪は2日と同様
(内) 早田内科医院 竹松本町 fi@3530 
(外) 山下外科医院 西三城町 宮⑪7122

25但日) 
当番医

(内・小)松井医院 久原2丁目 8⑬6624
ことば、の教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00 (耳) 下山耳鼻咽喉科医院 原口町 宮@0648

1智 (初めての人は、健康増進課まで電話で申し込

26締日んでください。) ことば、の教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00
⑮母子健康手帳 ⑮ことばの発達が気になる幼児 ⑮⑮は12日と同様

1椋 献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-12:00 28体自) 妊娠教室(4) 中地区公民館 13:30-16:00 ⑮母子健康子帳

16日 妊娠教室(2) 中地区公民館 13: 30-16: 00 2伊 1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室~ ⑮母子健康手帳ズボン ⑧13・00-13・30 ⑮⑮は8日(木)と同様

18(印日
当番医 略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮ ・内容
(胃・内)津田胃腸科内科医院 小路口本町公@1507 ⑮持ってくるもの
(皮・泌)黒木医院 西大村本町宮⑪0211 当番医の診療時間 9:00-18・00

8
月
は
、

市
県
民
税

(
2期
)
と
国
民
健
康
保
険
税

(
2期
)
の
納
期
で
す
。

市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行っています。

お気軽にご相談くださp。

人権相談 ( 1 日・木 10:α)~15:∞)

行政相談 ( 8日・木 9:30~12:ω) 

法律相談 (21 日・水 10:ω~15:∞)
(法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)

不動産相談 (23 日・金 13:α)~16:∞)

交通事故相談 (27日・火 10:α)~16: ∞) 

年金相談 (28日・水 10:ω~15:∞)
※受け付けは午前8時30分からです(電話での受け付けはいたしません)。

8月の大村ポー卜 (3日-8日・島原市長杯争奪組合28周年記念競走、 13日-18日・九スポ杯争奪サマーカップレース、
24日-28日、 31日・ 9月1日・モーターボート記念競走場外発売)

健康テレホンサービス
ft0958-26-5511 

月 狂ヰ病とクロイツフェルトヤコプ病

:人:高齢者の子術
の月 水 子どもの熱性けいれん
フー 木 近視の手術

ノ主¥ むし菌を放置したらマ
土日最近の性病

23 



わ
が
ま
ち
自
慢
• 
再
発
見
1
・

皆
さ
ん
東
京
大
村
会
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
の
会
は
、
首
都

圏
に
在
住
し
て
い
る
大
村
市
出
身
者
や
そ
の
縁
故
者
な
ど
で
組

織
さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
親
睦
や
支
流
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
大

村
の
発
展
に
貫
献
し
よ
う
と
の
目
的
で
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
「
東
京
大
村
藩
人
会
」
と
し
て

再
発
足
。
そ
の
後
、
平
成
5
年
に

「東
京
大
村
藩
人
会」

か
ら
「
東

京
大
村
会
」
に
組
織
変
更
し
再
出

発
し
ま
し
た
。

会
長
さ
ん
か
ら
二
百

、フ
P

ふ
A

ご
zえ

私
た
ち
は
、
大
村
市
で
産
声
を

あ
げ
、
教
育
を
受
け
、
あ
る
い
は

仕
事
に
従
事
し
、
生
活
や
環
境
の

遠
い
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
ら

か
の
関
係
を
持
っ
て
い
る
者
ば
か

り
で
す
。
こ
よ
な
く
大
村
を
愛
し
、

せ
ん
だ
っ

常
に
誇
り
を
持
ち
、
先
達
の
教
訓

を
糧
に
し
て
が
ん
ば
っ
て
お
り
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
郷
土
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
努
力
し
て

い
ま
す
。

大村ふるさと産品新作品の紹介もあり

ました

情
報
交
換
で
交
流
が
深
ま
る
総
会
・
懇

親
会

(
6
/
市
・
東
京
弘
済
会
館
)

毎
月
1
回
発
行

i
シ
リ
ー
ズ

ω
:

東京大村人会会長

吉川|幸四郎さん

6
月
の
平
成
8
年
度
総
会
と
懇

親
会
に
は
、
甲
斐
田
市
長
さ
ん
を

は
じ
め
、
市
議
会
、
商
工
会
議
所
、

物
産
振
興
会
な
ど
関
係
者
の
方
々

に
ご
出
席
頂
き
、
今
後
の
大
村
市

へ
の
協
力
要
請
、

「オ
フ

ィ
ス
パ

ー
ク
大
村
」
「
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

ー
ク
」
へ
企
業
誘
致
の
宣
伝
、
第

1
回
大
村
ふ
る
さ
と
産
品
新
作
展

で
出
品
さ
れ
た
新
商
品
の
展
示
、

観
光
の
宣
伝
な
ど
で
郷
土
大
村
を

紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
会
員

一
同
が
、
ふ
る
さ
と
大
村
の
誇
り

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

山
紫
水
明
の
地
大
村
が
、
自
然

の
美
し
さ
を
保
ち
な
が
ら
、
特
色

を
生
か
し
産
業
・
文
化
と
も
発
展

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
村
市
東
京
事
務

所
(
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
1

丁
目
7
1
2
ド
リ
ー
ム
マ
ン
シ
ョ

ン
2
0
5
号

8
0
3
・
3
2
8

8
・
1
7
6
4
)
※
東
京
事
務
所

で
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
出
張
や
観

光
な
ど
で
お
越
し
の
際
は
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

宮
間
@
4
1
1
1
)

甲
斐
田
市
長
か
ら
施
設
の
案
内
を
受
け
る
曽

野
綾
子
さ
ん

(
6
/
幻
・
大
村
競
艇
場
)

ご~5自由原~，町、d

曽野綾吾さん

ボート場視察

ト
ゥ
イ
シ
ク
ル

「
あ
じ
さ
い
」

編
集
/
秘
書
広
報
課

私
た
ち
、
あ
じ
さ
い
グ
ル
ー

プ
は
、
週
1
回
、
社
交
ダ
ン
ス

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

会
員
は
、
初
心
者
か
ら
経
験

者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
川

島
・
山
本
両
先
生
か
ら
、

一
人

ひ
と
り
の
長
所
や
癖
を
考
え

た
、
て
い
ね
い
な
指
導
を
受
け

て
い
ま
す
。

美
し
い
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
お
ど
る
ダ
ン
ス
は
、
知

ら
な
い
聞
に
、
い
い
運
動
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
も
、
年
に

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
側

(財)日本財団会長で作家の曽野綾子さんが6月23日、競

艇発祥の地・大村競自即暴を視察に訪れました。曽野さんは、

会長就任後、全国24か所の競自延場を訪れ、財団の事業説明や

地元関係者との懇談会を聞かれています。甲斐田市長の出迎

えを受けられた後、施設の見学をされました。大村の印象に

ついて 「緑がたいへん美しpJと話されていました。

ぷ
3
回
、
計
画
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。

あ
な
た
も
、
若
さ
と
健
康
を

た
も
つ
た
め
に
、
社
交
ダ
ン
ス

を
、
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
ハ

例

会

毎

週

金

曜

日

午

後

7
時
加
分
i
m時

場

所

第

1
・
第
3
コ
ミ
セ

ン
、
第
2
・
第
4
中

地
区
公
民
館

連
絡
先
(
岩
尾
岱

⑮

5
0

6
9
)
 

( )内は前月比

-24-

人口 79，992 (十28) 男 38，389 (-2) 女 41，603(十30) 世帯数 26.810 (十57) 7月1日現在
平成7年冨勢調査に基づく推計人口 (総務庁統計局から発表された速報に基づき修正しています)
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